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ま え が き

本稿の目的は,ビルマ国軍の沿革と現状とに焦点をあてることによって,国軍の歴史を概観

することにある｡ こうした歴史的探求は,1962年以降ビルマの政治権力の中枢にあって国家形

成の原動力としての機能をはたしている ｢ビルマ革命評議会｣の分析にもつなが り,さらには

ビルマ現代史の一端を解明することにも結びつくと思 うからである｡

あらゆる要素が複雑にからみあって様々な形態を皇 しながら形づ くられてゆく歴史の中から

一つの問題だけを抽出した ところで,それは決して全体を僻撤し得るような巨視的な史観を提

供 してくれはしない｡そ うした観点からすれば現象内部の相関関係にこそ重点がおかれるべき

であり, synchronicな分析の重要性が改めて認識されることにもなるであろう｡ だが一方で

は,一つの問題点を diachronicな立場からとらえそれを意識的に掘 りさげることによって,

従来察知され得なかった因果関係を新たに究明し得る可能性もあることが考えられる｡

筆者はそ うした立場をとりたいと常に念じてはいるものの,それはかならず Lも本稿がビル

マ国軍史のすべてを網羅 した総括的なものになっているとい うことを意味しはしない｡筆者と

しては,国軍史を一つの視点としてとりあげただけであ り,ビルマ現代史解明のための資料の

提示とい うわ くを大きく逸脱するものでは決してない｡本稿は,そ うした意識の下にまとめら

れたきわめて不完全な ｢資料研究ノー ト｣にすぎないものであることを,あらかじめお断 りし

ておく｡

*大阪外国語大学ビルマ語学科
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大野 :ど/レマ国軍史 (そUJ1)

l 王 朝 時 代 の 軍 隊

ビルマ史の時代区分については筆者な りの見解がまだ十分に確立されていないし,またそれ

を論 じるのが本稿の目的でもないのでここでは割愛するが,(I)王朝時代 (A)植民地時代

(m)独立国時代の三つに大別することは認められると思 う. 国軍史もまた,そ うした時代区

分に準じて分割記述することが可能である｡.も-)とも,(刀)と (Ⅲ)の間に独立志向時代,
あるいは反英独立運動期とで も称すべき章を新たに設ける必要はあるが｡

今 日のビルマ国軍が,王朝時代のビルマ軍 と直接の関わ りをもつものでないことは言うまで

もない｡けれ ども,｢国軍史｣ とい う観点からすれば, 王朝時代の軍隊もまた, 十分に本稿の

対象となり得る存在である｡

(1) 軍隊の規模

時代を遡るにつれて実体が不明瞭になるのは資料に限度がある以上やむを得ない｡ビルマ語

の文献上はじめて軍隊が姿を現わすG7つは,パガン時代にな-)てか らである｡ もちろん,10世紀

前にこの他に栄えたビュー族やモン族の国にも軍隊が存在 していたであろうことは推測に難 く

ないけれ ども,資料の上でそれを確認するのは著しく困難である｡

パガン時代のビルマ軍に関する最初の記述は,西紀1057年にタ トン国のマヌ---王を改め

た時のアノ-ヤクー (碑文名7-ル ッドノ､)1)王の軍勢である｡ この軍の規模について19世紀

に編纂された L･~フマンナン年代記』は,次のように述べる｡2)

水軍 兵 8,000方 舟 80万

陸軍 兵 1,800万 象 80万 一E.与800万

陸軍の兵力を現わすビルマ語 gadeshittanを ta-gade(千万)+shittan(8白~)i) と解釈す

:付 fl,800万であるが,gadexshittan と解釈すれば80兆とい う膨大な数になる｡

フマンナン年代記がその内容の大半を依拠した3)と言われる18世紀編纂のり一 ･カラ-の

F大年代記 :]4)では,その数は次のように示され,7J｡

水軍 兵 3,000万 舟 80万

陸軍 兵 1億 象 80力▲ 罵 800万

象,馬, 舟 の数については両者一致するけれ ども,兵員数について∴押領者の問に喰し､違い//.

見られる｡ 水軍兵力の差5千万も決 して小さな数ではないが,陸軍のほ うは比較にならないほ

ど巨大な差を示す｡陸軍兵力を現わすウ一 ･カラーの表現は gadeta-1lSeであるが, これは-

1)U Mya(1961)pp.3-16;Dr.ThanTun(1969)pp.2-3.

2)HmannanYazawin(1963)Vol.Ⅰ,p.247;TheGlassPalaceChronicles(1960)p.77.
3)U TビtHtoot(1962)p.54;TinOhn(1962)p.87;TheGlassPalaceChronicles:Introduction,

p.xv;荻原弘明 (歴史教育)p.67.
4)MahaYazawindawgyi,Vol.Ⅰ,p.181.
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東南アジア研究 8巻2号

般に gade(千万)×tahse(10),すなわち1億と解釈するのが普通である｡5) これを仮に, フ

マソナン式に gade+tahseとすれば 1千万10となり,10とい う奇妙な端数がつ くことになる｡

いずれにせよ,この数字が tt白髪三千丈"的な表現であることは疑いの余地がない｡仮に,

フマンナンを基に水 ･陛両軍の兵力を9千 8官万と見積ったところで,11世紀中期のビルマの

人口は,少なくとも2-3億はあったとい う勘定になる｡1824年の人口4,000万6),1796年800

万7),1855年 3(氾万8)といった個人的な推測は別としても, ビルマの人口は1960年 1,926万9),

1970年2,758万10)とい う数字を示しており, 1億にはまだまだはるかに遠いのが現状である｡

ウ- ･カラ-の別書 『ヤ-ザウィソヂョウ』11),およびり-･カラ-に先立つ15世紀の史書,

マ--ティーラウソタ僧正の 『ヤ-ザウィソヂョ-』12)になると, こうした記述はいっさい見

られない｡従って,フマンナン年代記およびウ-･カラ-大年代記の数字が,いったい何に基

づいたものなのかよくわからない｡

緬紀643年 (1281AD)に行なわれたビルマ軍と元軍との戦闘では,双方の兵力が次のよう

に示される｡13)

ビルマ軍 兵力 40万

元軍 騎兵 600万 歩兵 2,000万

一万,マルコ･ポ-ロの記述14)によると,彼我の優劣が全 く逆になる｡

ビルマ軍 騎兵,歩兵 6万

位担軍 騎兵 1万2千

この時の戦いではビルマ軍が敗北 している｡ 勝敗が兵力の差にのみあるわけではないにして

も,ビルマ語文献の数字はやは り大きすぎる｡ ちなみに,ビルマ語碑文によると元の兵力は2

万15)であった｡ そして 『元朝征緬録』および 『元史緬伝』16)によると, 至元14年3月の征緬で

は呼図亮,信五日,郡爾和達などの元軍兵力はわずか700人,これに対する緬軍は兵 4-5万,

象800, 馬鹿匹とある｡ このように資料ごとに数字が異なるので,緬 ･漢いずれの数字が正し

いのか判断するのは容易でない｡

5)参考までに言うと,日本の人口も,ビルマ語では gadetahseで現わされる｡Thantaya,すなわち百

万×百で現わされることもある｡
6)∫.Crawfurdの推計｡
7)Hiram Coxの推計｡
8)HenryYuleの推計｡
9)ビルマ字日刊紙 ｢オウウェー｣1960.9.2.
10)ビルマ字日刊紙 ｢ロウターピイドゥ-｣1970.1.13.
ll)U Kala:Yazawingyok1965.
12)ShinMahaThilawuntha:Yazawingyaw 1965.
13)Hmannan,γol.Ⅰ,p.352;GlassPalace,p.173;Huber,p.649;荻原弘明 (第5部)p.18.
14)MarcoPolobyHenryYule;byPauthier;Masefied;G.E.Harvey,pp.65-66.
15)ThanTun:Ngachoakhyam,p.2.
16)『元史』巻210,列伝第97,緬条,『元朝征緬録』



大野 :ビルマ国軍史 (その1)

ミイソザイソ (木蓮城)のシャン族三兄弟の鼎立時代 (緬紀662年,1300AD)に行なわれ

た元軍とシャン軍との戦闘では,元の兵力が次のように17)に示される｡

元軍 兵 90万

一万, これに対するシャン軍の兵力は,大徳 3年 8月の大公城総管 ｢細豆｣の上奏文一8)によ

ると次のようになる｡

シャン軍 兵 3万

これも,彼我の兵力間に開きがあ りすぎる｡ この大徳年間の征緬 (正確には征シャン)は,

結局,元側の失敗に帰 している19-ことからみると,ビルマ側の文献の数字がかなり誇張さ,itた

ものであることは疑いない｡

緬紀748年 (1386AD),イソワの ミソヂース ヮーソーケ-王がクライン王ヤーザダイッと戦

った時の軍勢について,ビルマ語文献20)は次のように伝えているo

(A) (B) (C)

タウングー路 9軍 兵 7万 5軍 5軍

ク-ヤ-ワデ ィ一路 9軍 兵 6万 5軍 4軍

やは り文献相互間に喰い違いが見られる. 文献 (B)と(C)では 1軍あた りの兵力が明らかでな

いが,負)によると1軍は平均 して兵7千ないし8千で編成されていたことになる｡

緬紀899年 (1537AD)-ソクーワデ ィーのモン軍を攻撃 した時のタビンシュエテ ィー王が

ひきいたケー トゥマテ ィ- ･タウング-のビルマ軍 ｡21)

陸軍 騎兵 4軍 本隊 9軍 兵 7万

水軍 戦艇 200 7軍 兵 1万

緬紀926年 (1564AD)チェンマイ征拝に向かった時のシソピュ-シソ (/ミインナウソ)∃--_

配下の軍勢 .22)

親藩軍 8軍 兵 8万

シャン族土侯軍 9軍 兵 9万

近衛軍 4軍 兵 4万

計 21軍 兵 21万

この頃になると1軍あた りの兵力がようや く明確になってくる｡ 親藩,シャン族土侯,近衛

各軍とも,その編成は 1軍あた り兵 1万ずつである｡ クビソシュ-テ ィー王の後を継いだパイ

ンナウン王は,ビルマ人兵士のほかにタライソ,シャンなどの被征服民族およびポル トガル人

17)Hmannan,Vol.I,p.365.
18)『元朝征緬録』;白鳥芳郎 ｢元朝征緬録に見えたるシャン族の動向｣p･100･

19)山本達郎 ｢元の緬毎経略｣p.944.
20)文献伍)は Hmannan,Vol.I,pp.417-8;(B)は NaiPanHla,p.154;(C)は Binnyadala,pp.114-5.
21)Hmannan,γol.ⅠⅠ,p.194;SeinLwinLay,p･219.
22)HsinbyushinAyedawI〕on,p.364.
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傭兵を含め,実に10万の軍隊23)を指揮 していた｡

緬紀1117年 (1755AD)

(A)
陸軍 10隊

水軍 10隊

本隊 20隊

緬紀1147年 (1785AD)

メルギー路

タポイ路

チ ェンマイ路

マルタバン路(I)

マルタバン路(Ⅰ)

マルタバン路(m)

本 隊

ラングーンに向かったアラウソミンクヤ-ヂ-のビルマ軍｡24)

兵 1万

兵 7千 (B)

兵 1万 5千

陸軍 11隊 兵 2万

水軍 10隊 兵 1万

本隊 20隊 兵 2万

アユタヤを攻撃 した時のボウ ド-パヤー王配下のビルマ軍｡25)

10隊 兵 1万

10隊 兵 1万

29隊 兵 3万

11隊 兵 1万 1千

12隊 兵 1万 2千

11隊 兵 1万 1千

40隊 兵 5万

馬 1千 (兵 3万)

馬 1千 (兵 3万)

馬 3千 (兵 3万)

馬 1千100 ラ-イ路 (兵 3万)

馬 1千200 クーライ路 (兵10万)

馬 1千100

馬 5千

コソノミウンゼ ッ年代記の記述によれば,合計123隊,兵員総数13万 4千 とい うことになる.26)

各隊 とも原則として 1隊千名の割合で編成されてお り,コンパウソ時代には編隊様式がイソワ

時代,タウングー時代 とは異なってきたことを示 している｡

緬紀1185年 (1823AD)および翌86年,ア-チボール ド･キャンプベル指揮下の英国軍 と戦

ったビルマ軍の兵力｡27)

ダニヤーワデ ィー路

コーク- 1)一路

-ソターワデ ィー路

タウングー路

ダヌビュー路

タウングー路

司令官 マ--バンドゥーラ 10隊 兵 5千

司令官 マ-ーテ ットーシェ- 10隊 兵 2千

司令官 ミソマ--

司令官 ダニヤ-ワデ ィー王子

司令官 タ-ヤーワデ ィ-王弟

司令官 タウング-王弟

この時応戦 した英軍の兵力は,当初次のとお りであった.28)

(I)第13,38,41,89各マ ドラス欧州連隊

兵 600

兵 1千600

L./

ソ

23)Desai,p.68.
24)文献(A)は AlaungminTayagyiAyedawbon,p.90;(B)は KonbaungzetYazawin,Vol.I,pp.16ト3.
25)Konbaungzビー,γol.ⅠⅠ,pp.23-4;かっこ内の兵員数は Zeya,p.88.
26)フェアーによれば,この時の軍勢は6軍10万人oA.Phayre:HistoryofBurma,p.216;-ーベイに
よれば,チェンマイ,モールメソ,タポイ,メルギー経由の4軍.G.E.Harvey:HistoryofBurma,
p.270.
27)Konbaungzet,Vol.ⅠⅠ,pp.365-7;1824年のカチヤール進撃におけるビルマ軍兵力は6千, うち2千
はビルマ人,他はアッサムおよびカチャ-ル人であったOゲイト著 『アッサム史』第14章.
28)F.B.Doveton,p.6.
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大野 :ビルマ同軍史 (その 1)

(Ⅱ)第3,7,9,12,18,34,43マ ドラス連隊

(Ⅲ)第20ベンガル土民歩兵隊

その総兵力は1万 39)である｡

緬紀1247年 (1885AD)第三次英 ･緬戦争 当時のティ-ボ-王配下のビルマ′EpTt-｡30)

司令官 テ ィ-イマ--ゼ-ヤチ ョ-テ ィン

司令官 コーリン領主

司令官 ミェー ドゥ一節主

司令官 ピソレー領主

司令官 マ-一夕メインペーピ ㌣ツサー

司令官 サ レ-領主

7隊 兵 3,100

7隊 兵 3,37()

3隊 兵 1,25()

4隊 兵 1,625

5隊 兵 2,7()0

9隊 兵 3.3(10

王国最後のビルマ軍は,実に 1万6千たらずの兵力しかも一つていなかったのである｡

(2) 軍隊の階級および組織

王朝時代のビルマ軍の階級についてはじめて明らかにされるのは,パガン時代のナラパテ ィ

-シー トクー王の統治時代か らであるLlビルマ語の年代記31)は,それを次のように述べる〔-

(1) 歩兵

(2) 騎兵 10回以上の戦闘に参加 した歩兵

(3) 象兵 10回以上の戦闘に参加 した騎兵

(4) 舟兵 10回以上の戟間に参加した象兵

(5) 城砦指揮官 10回以上の戦闘に参加 した舟兵

このことか ら,パガン時代のビルマ軍には,少な くとも歩兵,騎兵,象兵,舟兵,指揮官の

区別があ り,その身分は,もっぱら戦闘経験に基づいて認定されていたことがわかるOもつと

も歩兵から城砦指揮官まで昇進するには最低40回の戦闘を経験 しなければならないか ら,実際

の運用はこうした制度とは別にあ-つたものと考えられる｡ なお,象兵 とは象に乗ることが,舟

兵 とは舟に乗ることが認められる軍人のことで,一般に村長格の待遇を受けた｡また城砦指揮

官は兵 LIO0人以下の城砦の指揮官であった｡

イソワ時代になると,騎兵のほかに析兵,弓兵32)などの専門職が現われる｡ そ して,コンパ

ウソ時代になると,歩兵,舟兵,騎兵,弓兵和 まかに,近衛兵,守備兵,監視兵33)とい′'た常
備兵 も出現した｡

厳 密な意味での ｢階級_上土,16世紀ごろから明らかにな-)てくる｡緬紀926年 (1564AD)

29)1824年5月,ラングーンに向かったキャンプベル将軍指揮下の軍は,ベルガル,てドラス2個師団兵員
1万1千 5百であった.Phayre,p.238.

30)KonbaullgZet,Vol.IIr,pp.710-ll.
31)Hmannan,Vol.Ⅰ,p.329;U Kala,Vol.Ⅰ,p.264.
32)HmこInnan,Vol.I,p.378;U Kah,Vol.I,p.325.
33)U The,lung,1969.1.20.
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にビエンチャンを政略 したシソビューシソ (バイソナウソ)王配下のビルマ軍は,次のような

編成形式34)をとっていた｡

(1) 兵10人につき, アチャッ (下 士 官) 1人

(2) 下士官10人につき, タッフムー (部 隊 長) 1人

(3) 部隊長10人につき, シッケー (副司令官) 1人

(4) 副司令官10人につき,タッミソ (司 令 官) 1人

司令官 1人が指揮する軍隊は,兵力 1万であった｡そして司令官(タッミソ),副司令官 (シ

ッケー)は,共に原則として王子, 王弟などの王族, または貴族 (フムヂ一 ･マッヂー),あ

るいはシャソ族土侯 (ソ-ブヮ-)などが任命されていた｡35)司令官は 時代とともに多少呼び

かたが異なる｡ タッミソのほかに,タッフムーヂ ョウ,ボウミソ,ボウフムー,7チ ョウ,シ

ットゥーヂ一,アオウなどの呼称も用い.られている｡

こうした編成形式は,時代ごとに多少の差異は見られるけれ ども,原則として同じである｡

緬紀1114年 (1752AD)に再編されたビルマ軍の組織36)は,次のようになっていた｡

(1) 武装兵10名につき, アチャッ (下士官) 1人

(2) 下士官10名につき, タッフムー (部隊長) 1人

(3) 部隊長10名につき, ボウ (司令官)1人,シッケー (副司令官)2人

司令官 1人が 指揮する軍隊は, コソバウソ時代では 兵力千名になっている｡ この点につい

て,元白色人民義勇軍 (PVO)の リーダーの一人であった作家ナ ッマウ･ボンヂ ョ-は,イ

ソワ時代およびコソバウソ時代初期の構成についてその著 『古代ビルマ軍メモ』 37)で次のよう

に述べている｡

(1) 兵士10人につき,

(2) 下士官10人につき,

(3) 将校10人につき,

(4) 部隊長10人につき,

(5) 司令官10人を,

アチャッ (下士官) 1人

アマッ (将 校)1人

タップムー (部隊長) 1人

ボウ (司令官) 1人

国王が指揮

国王配下の軍勢は,ポ./ヂ ョ-の説明に従えば,兵力10万であった｡この点, トーセイソコ

ウの記述38)はやや異なる｡

(1) 兵士 5人を, オウザー (1分隊)と称す

(2) 2個分隊につき, アチャヅ (伍 長) 1人 (兵力 10)

34)HsinbyushinAyedawl〕on,p.365.

35)Hsinbyushin,p.372.

36)Konbaungzet,Vol.Ⅰ,p.57.
37)NatmaukHponKyaw,p.100.

38)Taw SeinKo,p.255.
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(3) 伍長5人につき, トゥエータウヂー (軍 曹) 1人 (兵力 56)

(4) 軍曹 2人につき, タッフムー (隊 長) 1人 (兵力 113)

(5) 隊長5人につき, タッイ ェー (参 謀)1人 (兵力 566)

(6) 参謀2人につき, ボウ (司令官) 1人 (兵力 1,133)

トーセインコウに従えば,ボウ (司令官)の指揮下にある軍は, コンパウソ時代では 1,133

人 となる｡ 資料によっては計算方法に違いがみ られるけれ ども,それは時代的な差であった と

思われる｡ こうした階級は, コソ/ミウン時代末期には39)ほぼ固定化されていた｡それは次のよ

うな序列になる｡

タッフムー- タッイ ェー-ナガン-,シッケ--ボウフム--ボウヂ ョウ｡

タップムー以下の編成

タ ッフムー 1人, トゥ- -タウ 2人

トゥ--タウ 1人, アチャ ッ 5人

アチ ャッ 1人,兵士 10人

1個部隊 の兵力 100人の内訳

タッフムー (隊 長)1人

トゥエ ータウ (下士官)2人

lアチ ャッ (伍 長)10人

し兵 士 87人

このような ビルマ王 国軍 の 編成 につ いて,1885年 アマラプー ラに派遣された英 国の外交使

節 団 (団長 MajorArthurPhayre)の一員であ った Henry Yuleは次のように 述べてい

る｡40)

(1) アチ ャッ-OfficersofTen

(2) トゥ--タウヂ～-CaptainsofFifty

(3) ボ ウ ニCenturions,TwoorthreeBosunderaBogyi

(4) ボウヂ--CommandantinacorpsofFivehundredmen

これを整理すると,次のようになる｡

(1) 兵士 10人につ き, アチャッ 1人

(2) 兵士 50人につき, トゥエータウヂー 1人

(3) 兵士100人につ き,ボウ 1人

(4) 兵士500人につ き,ボウヂー 1人

王朝時代,特にコンパウソ時代におけるビルマの兵士たちは,特定の階層を除いて職業軍人

ではなか った｡ クローファー ド41)によると,文官 と武官 との問には何 らの区別 もない｡ ビルマ

39)緬紀1236年 (1874AD)に書かれたシャン州 セソウイ-駐屯ビルマ軍の編成に関する只葉｡編成原理と
実際の兵力とは一致しない｡
40)HenryYule,(1858)p.249.
41)Crawfurd,p.413.
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軍は,現実にはこの国の成人男子全員によって構成され42),男子は召集されれば兵役に応 じる

のが義務であった｡43)ビルマ人兵士は本来農民であって,必要な場合にのみ従軍する性質の予

備役 または在郷軍人的存在であった｡

こうした兵士たちの地盤である上 ビルマの社会機構44)は,当時次のようになっていた｡

(1) アス ･77ムダソ-正規の公務に服する階級｡

1) 軍務に服するもの-ミイソ･アス (騎兵),テナ ッ･アス (歩兵),アミャウ･アス

(砲兵),シソ･アス (象兵),フレー ･アス (舟兵)など｡

2) 軍務以外の公務に服するものニラマイソ (壬領地の農民), サ ド-ガイソ (宮廷料

理人)など｡

(2) アテ ィー-納税はするが公務には服 しない｡緊急時のみ軍務に服する階級｡

アス ･アフムダソほ,各自の身分に応 じてそれぞれの上司が決まっていた｡例えば ミイソ･

アス (騎兵)の場合であれば ミイソ･ガウン(騎兵長), ミイソ･ウソ(騎兵司令官)の配下に

あ り,ダイン･アス (楯兵)であればダイン･ガウソ (楯兵長),ダイン･ウソ (楯兵司令官)

の指揮を うけた｡軍務以外の公務に服する者の場合も同様であった｡例えば,ラマイソ (王領

地の耕作者)は国王の任命を うけたラマイソ･ウソ (王領地長官)の統治下にあった｡45)

一万,アティ-は正規の軍人ではなかったが,緊急の場合には tゥ--タウヂ-(sergeant)

として行動するミ三ウ･トゥ-ヂー (町長)指揮下の郡単位の Non-professionalArmyに従

軍 した｡46)

こうしたアスや トゥエータウ制度は,もともと兵士達が謀反をおこさぬようにとの趣旨から

設定47)されたものであった｡ トゥ--タウ (血盟)制度はニヤウソヤソ時代からすでに存在し

ていたが, コンパウン時代になるといっそ う盛んになった｡緬紀1126年 (1764AD)29親,緬

紀1146年 (1784AD) 8組,緬紀1148年 (1786AD) 3組,緬紀1200年 (1838AD) 1線編成

されている｡48)けれ ども, トゥエータウ1組の人数はかならず Lも一定 してはいなかった｡少

ない組で15人,16人,多い組では62人,65人とい うように不揃いなのが特徴である｡ トゥエー

タウほ,一般兵士のほかにウソヂ- (政務官),ウソダウ (政務補佐官),ア トゥイソウソ (宮

内官), ミョウザー (領主), ミイソウソ (騎兵司令官), シソウソ (象兵司令官)などの重臣

たちによって編成される49)こともあった｡一般の トゥエータウ1組の中心は ｢トゥエータウヂ

42)Zbid.,p.414.

43)ShweToe,p.506.

44)Taw SeュnKo,pp.233-4,261;Furnivall,Anlntroduction,p.31;FurnivallandPeMaungTin,

TheGarlandofZambudipa;D.G.E.Hall(1956)pp.134-5.

45)MyaKayTu,p.182.

46)Cady(1958),p.35.

47)NyaungyanAyedawbon,pp.409-410.

48)Konbaungz∈t,γol.Ⅰ,pp.356-368,559;γol.ⅠⅠ,pp.39,583.

49)Konbaungzet,γol.ⅠⅠ,p.583.
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-｣で,通常 ミョウウン (領主), ダイン ･フム- (楯兵長)な ど, 職 種 別の長 が任 命 され

ていた｡ この トゥ--タウヂ- (sergeant) の上にたつのが,兵 100人を指揮す るタッフム-

(lieutenant)で, その上官は 兵250人を指揮す るテナ ッ･サイ ェー (captain)であ った ｡50)求

ウ (colonel)はたいていが文 官 であ り, テナ ッ･ウン (CommandingGeneral)は通常 4人

いるウソヂ- (政務官)の一人か, またはウソヂーと同格の重臣が任命されていた｡51)例えば

1871年に 使節団長 として 欧州に 派遣 された52)政務官のキンウン ･ミソヂーは, 緬紀 1236年

(1874AD)にテナ ッ･ウンに任命されている｡53)

コンパウソ王朝時代のビルマ王国軍は, ファーニ/:ルに よれば, まだ ｢中世的｣ 54)存在にす

ぎなか -)た｡だが,そ うした ｢中世的｣軍隊で さえも, ビルマの英領化 と共に存立の基盤を失

ってしまう｡ ビルマの英領化は, ビルマ農村伝来の社会機構を徹底的に破壊 してしまったか ら

である｡ 英領 ビルマの村落制度は,統治上の便宜,すなわち英国が この国を統治 し易いように

す るため,1886年に新しく創設 された ものであ った｡55)

1 英領植民地時代の軍隊

英領時代のビルマの軍隊は,その規模 も組織 も,すべて宗主国の便宜すなわち英国の権益を

保護 し植民地行政に奉仕するものであった｡

英領北 直後のビルマについて,-ーベイや クロスウェイ トは,次のように言 う｡56)

｢英国がビルマを占領して以来,軍隊の必要はなかった｡19世紀は誠に平和であった｡2700マイルにわた

る国境地域は,ほとんど無人の地であった｡だから,ビルマ全土には英人2個大隊とインド人4個大隊から

なるわずか2個旅団がおかれている57)のみで,しかも両旅団ともビルマ中部に駐屯していた｣とか, ｢上ビ

ルマに駐屯していた軍隊は,それまで全部で14,000名であった｡十分に武装した,あるいは組織された散は

どこにもいなかった｡2-300名の英軍が,激しい抵抗を受けたり大きな損害を被ったりすることなしに,北

から南へ,東から西へと行き来することができた｣などと｡

だが,現実はかな らずLもそ うではなか った｡1885年11月28Rブ レンダーガス ト将軍によっ

て最後のビルマ国王テ ィ-ボ-が持致 された58)後,英国の統治に反抗す る現地民のゲ リラ活動

50)Cady(1958),p.35.
51)Zbid.,p.35.

52)KinwunMingyi'sLondonDiary,Vol.Ⅰ,ⅠⅠ.

53)Konl)aungzet,Vol.ⅠII,p.414.

54)Furnivall,ColonialPolicy,p.178.

55)Zbid.,p.74;Furnivall,AnIntroduction,p.30;ビルマの行政制度は,C.Crosthwaiteによって整備さ

れた.Cady,SoutheastAsia,p.395;Hal一,A HistoryofSouiheasiAsia,pp･693-4;Crosthwaite,p.23.

56)G.E.Harvey,BritishRule,p.40;CharlesCrosthwaite,p.14.

57)ビルマの国防は,インド/弔2佃 /((団,兵員1万ないし1万 1千名によって受け持たれていた.原住民連

隊のうち7個大隊は,グルカ,シク,パタン,パンジャブ回教徒などで構成され,ビルマ北部に配置さ
れていた｡J.G.Scott,p.158.

58)E.C.Ⅴ.Foucar,TheyreignedinMandalay,pp.146-158;Cady(1958),p.121;Hall(1956),

p.130;D.P.Singlhal,p.82;HtinÅung(1965)pp.91-92;G.CoLd占S,p.189.
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が各地で続発した｡59'上ビルマでは,軍隊と武装警察隊とを合わせて1888年だけで死者106,負

傷者218名の犠牲者を出している｡60)そして同期間中射殺された叛徒の数は312人,逮描された

者721人にのぼったo それに, カチソ,チソ,シャンなどの山地民もまだ新しい支配者に慣れ

ていなかった｡61)いずれにせよ英領ビルマの行政制度が確立されるまでの間,治安の維持は｢治

安警察｣だけに任せてはおけなかった｡ それにビルマ駐屯軍の兵力も, まだ十分ではなかっ

た｡こうして1886年 2月には, 1隊 561名から成る ｢武装警察隊｣(Militarypolice) がイン

ド軍から募 られ, 1隊はチソドゥイソ地区に,もう1隊はマンダレ一に配置された｡62)同時に

北インドで新たに2,200名の武装警察隊が募集された｡こうして上ビルマ司政官の下には,正

規兵以外に約3,300名にのぼる武装警察隊が配備されることになった｡63)

こうした治安対策のほかに,一方では国境警備の必要性があった｡特に,従来,ビルマを朝

貢国とみなしてきた64)中国との国境問題は重要65)であった｡宋時代における緬旬の入貢66),元

時代至元年間の征緬67)は別としても,明時代洪武26年の緬臣 ｢板南速刺｣の進貢,同27年土色

｢卜刺浪｣の緬中宣慰使司任命,永楽元年緬昏 ｢郡羅立会｣の遣使入貢68),そして清時代乾隆32

年の将軍 ｢明瑞｣の征緬69),乾隆52年の入貢70),乾隆55年の緬酉 ｢孟雲｣の国王勅封71)などは,

ビルマに対する中国の ｢宗主国｣としての立場を深めさせるものであった｡だから,ビルマの

英領化は中国にとっては誠にゆゆしき事態であり, ｢清政府が英国の南緬併呑時, 緬は朝貢の

国なりとの声明を発せぎりLは既に一大失態｣72)なのであった｡

こうして,北部国境では6個大隊の国境警備 ｢武装警察隊｣がパ Tlp-ルにあたることにな

った｡将校はイソド軍から来ていたが,兵士には現地住民が徴募されていた｡73) 内陸部でも治

安維持のため,兵士4,000人の軍隊と数個大隊の MilitaryPoliceT4) がおかれていたが, その

内の4分の1はカレン人であった｡75)

59)HtoonNezin,1963.3.27;U SoeMaung,WunthoSawbwa;AyeThan;H.Fielding,p.58;W.
S.Desai,pp.244-249;Harvey,Outline,p.184.

60)Crosthwaite,p.98.

61)DorothyWoodman,pt･4.

62)Crosthwaite,p.15.

63)Zbid.,p.15.
64)DorothyWoodman,p.247.
65)Crosthwaite,p.21.

66)『欽定宋史』巻489,列伝第248,浦甘条
67)『元史』第210,列伝第97,緬条 ;『元史外東伝』
68)『明史』巻315,列伝第203,緬旬粂;Huber(BEFEO 1904),pp･429-432･

69)『聖武記』巻6,乾隆征緬旬記(上);M･C･ImbaultHuart,HistoiredelaConqu∂tedelaBirmanie
♪arleschinois,pp.135-178.

70)『国朝柔遠記』巻5.
71)『聖武記』巻6,乾隆征緬旬記(下).
72)張鳳岐著,種村保三郎訳 『雲南国境紛争史』p･66.

73)G.E.Harvey,BritishRule,p.41.
74)この ｢武装警察隊｣は,1888年には17,880名にふやされた｡CharlesCrosthwaite,p.95.
75)Harvey(1946),p.41.
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こうした原住民部隊の編成は,第一次英緬戦争当時か らはじめ られている｡ その第 1陣はア

ラカソ人による ｢アラカソ軽歩兵部隊｣の編成 (1824AD)76)であった｡そして,第 2陣はテ

ナセリム地方のタライソ人部隊であった｡タライソ (モソ)人部隊の編成は, ｢タライソ人が

体格的にす ぐjtてお り良き兵士にな り得る素質をもっているから,タライソ人部隊の編成が順

調にいけばビルマ全土の国防は クライン人に一任できる｣ とい う Commissionerの勧告にも

とづいて1839年にはじめて行なわれた77'ものである｡ だが,この部隊は1848年には解隊されて

しま1た｡78)

1852年の第二次英緬戦争勃発とともに,この ｢原住民部隊｣の徴兵問題が再燃 した｡第一次

英緬戦争当時の ｢アラカソ人部隊｣がよく働いたか らである｡ こうして,ぺグーで ｢ペグー軽

歩兵部隊｣が編成された｡門'しか し,7ラカソ人部隊も, ペグ-部隊も, 第二次英緬戦争終了

後には無用の存在 となったため,共に1861年に ｢警察隊｣に切 り換えられている｡80)

第三次英緬戦争の際,カレン人部隊が編成された｡81) カレン人部隊は,すでに1857年に 2個

中隊 (200名)が編成されている｡ だが1886年のカレン人募兵は新 しい形態をとっていた｡ 上

ビルマを中心に国内が反乱状態に陥るや,有能なアシスタン トとしてのカレン人の能力が再認

識され, 1891年にはカレン人の MilitaryPoliceが新たに 1個大隊編成されている｡ カレン

人は,訓練の両でも,戦場の忍耐性でも,そして勇敢さにおいてもす ぐれた才能を発揮 した｡82)

カレン人兵士たちは1896年にインド大隊の中に編入され,次第に軍事教練に習熟 していった｡83)

ビルマ人は,1887年までは入隊を認められなかった｡84'ビルマ人による唯一の ｢正規軍｣は,

1887年に徴募された工兵1個中隊だけである｡85)だが,これはエ リー トの軍隊であった｡兵士

はすべてビルマ人から成 り,しかもその大半はテ ィーボー王配下の元兵士たちであった｡86)こ

の工兵 1個中隊を除いて,ビルマ人には兵営 の門は閉されていた｡わずかに,1914年に 3個

中隊までふやされた87)のが関の山であった｡このように,ビルマ人が軍隊から閉め出された理

由については,いろいろな説が出されている｡ 日く,ビルマ人は訓練に耐えられなかった88),

ビルマ人は軍隊生活に 関心をもたなかった89), 兵士としては 山地民に劣っていた90)等々であ

76)Furnivall,ColonialPolicy,p.179･,Tinker,p.312.
77)Zbid.,p.179･,Tinker,p.313.
78)Zbid.,p.179
79)Zbid.,p.180
80)Zbid.,p.180
81)Tinker,p.313.
82)Crosthwaite,p.131.
83)Furnivall,ColonialPolicy,p.181.
84)Cady(1958),p.140;大野徹 ｢カレソ民族の独立闘争史(その1)｣p.368.
85)Tinker,p.314.
86)Zbid.,p.314･,G.E.Harvey(1946),p.41.
87)Furnivall(1956),p.181.
88)Cady(1958),p.140;Scott,PracticalInformation,p.159;D.G.E.Hall(1956),p.167.
89)Harvey(1946),p.41.
90)E.C.V.Foucar(1956)tlivedinBurma,p.105.
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る｡ だが真実は,ビルマ人の徴兵は困難で厄介で しかも高価につ く91)とい うことであ り,同時

に,これこそ最も大きな理由であったのだが,ビルマ人は宗教的にも種族的にも統一されてお

り,民族としての同一志向性をもっていた｡言い換えると, こうした人々によって編成される

軍隊には,英国としては信頼がおけなかった92)のだ｡む しろ,英国人の立場か らすれば,ビル

マ人か らは武器を取 り上げる必要があった｡93)

1916年か ら27年にかけてこれ らの現地民軍隊は,｢ビルマ ･ライフル銃 4個中隊｣になった｡

彼 らは第一次大戦中メソポタミア,パ レスチナで活躍 した｡94)特に,カレン人の台頭は目ざま

しいものがあった｡貧しい山地民は,一定の収入が入る軍隊にこぞって志願 した｡だが,生活

水準の高いビルマ人は 給与には不満だった｡ 1925年, ビルマ ･ライフル銃隊の募兵は, カレ

ン人,カチソ人,チソ人にのみ限 られ95), ビルマ人の募兵は完全に打ち切 られてしまった｡96)

そ して1927年には経済的理由か らビルマ人の工兵隊が解隊され97),27年から37年にかけてビル

マ人は ｢正規軍｣か ら完全に排斥されてしまった｡98)武装警察隊 (MilitaryPolice)だけは戦

時中もビルマ人に門戸を開いていたが,戦後はここも門戸を閉した｡99)ビルマ ･ライフル銃隊

も,第一次大戦後 3個大隊に縮少された｡この頃のライフル銃大隊の構成は,カレン人2個中

隊,カチン人 1個中隊,チソ人 1個隊が標準であった｡100)

1934年, ビルマがインドか ら分離することが 決定された後, ビルマ駐屯のインド人軍隊と

MilitaryPoliceは, ともに総督を司令官とする ｢ビルマ国防軍｣(BurmaDefenceForce)

に改編された｡-Ol)そ して1937年, インドか らのビルマ分離に伴いビルマ ･ライフル銃隊はイン

ド軍第20連隊からはずされ, 4個大隊にふやされた｡102)インドか らの分離以前 ビルマに駐屯し

ていた軍隊は,次のとお り103)であった｡

英軍歩兵 2個大隊

インド歩兵3個大隊

91)Furnivall(1956),p.178.

92)Zbid.,p.178.

93)Zbid.,p.178;しかし,英領化直後にはシャン人,カレン人,カチソ人同様,ビルマ人もまたMilitary
Policeの重要な構成要素と考えられていた｡CharlesCrosthwaite,pp.16,21.

94)Harvey(1946),p.42,D.G.E.Hall(1956),p.167;この時参戦したのは ｢武装警察｣4,650名と,
原住民兵士8,000名であった｡Cady(1958),p.185.

95)Furnivall(1956),p.182.

96)Tinker(1956),p.314;D.G.E.Hall(1956),p.167.

97)Furnivall(1956),p.182;Tinker,p.314.

98)Harvey(1946),p.42;7-カーは,こうした措置を ｢一大政治的失策｣とよんでいるOビルマ人は,
第二次大戦が始まってもとうとう｢祖国の防衛には参加しなかった｣のである｡Foucar(1956),p.105.

99)Furnivall(1956),p.182.

100)Tinker,p.314.

101)Furnivall(1956),p.183.

102)Tinker,p.315.

103)D.G.E.Hall(1956),p.167;Furnivall(1956),p.178;このうち,MilitaryPoliceは9個大隊が
正確｡イソド歩兵3個大隊の存在は疑わしい｡
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ビルマ ･ライフル銃 1個連隊 (ビルマ人を含まない｡4個大隊から成る)

工兵 1個中隊

MilitaryPolicelO個大隊

これらの軍隊は,国内の治安警備上,主としてラングーンとメイ ミョウ地区に配備されてい

た.]04)MilitaryPoliceは,インドから分離後, 2親に再編された｡中部に3個大隊 (第1,

第 2大隊はラングーン,第 3大隊はマンダレー)が配備され, 6個大隊は国境警備隊として北

シャン州,南 シャン州,チソ丘陵, ミッチ-ナ-,バモーなどに配置された｡105)

1939年,ビルマの防衛力は, 正規軍5,000名, 国境警備隊と MilitaryPolice12,000名であ

った｡正規軍6個大隊の内,ビルマ ･ライフル銃 1個大隊,英歩兵 1個大隊は ミソガラー ドン

に,ビルマ ･ライフル銃 1個大隊がマンダレ一に,そして残 りの英歩兵 1個大隊とビルマ ･ラ

イフル銃 2個大隊はメイ ミョウに配置されていた｡106)

1939年の ドイツの宣戦布告と共に,ビルマ軍の増強が進められた｡ビルマ ･ライフル銃隊も

新たに第5,第6大隊が追加編成された｡第7大隊はグルカとインド人の MilitaryPoliceか

ら,第8大隊はシクとパンジャブ回教徒の国境警備隊から転用され,第 9大隊は予備部隊,節

10大隊は訓練部隊として設置された｡107)

1939年か ら41年にかけて,さらに 4個大隊が追加編成された｡第11,第12大隊はビルマ人と

カレン人で,第13,第14大隊はすべてシャン人で構成されていた｡108)

1941年 1月,空軍司令部 (ステ ィ-ブンソソ司令官)がラング-ソに設置され, ミソガラー

ドン空港に飛行 2中隊 (戦闘機30機)が配置された｡109)海軍は ビルマ付近の水域に発動艇5隻

から成る英海軍予備隊があるだけだった｡liO)

ビルマ ･ライフル銃大隊は,1941年 7月 ｢第 1ビルマ師団｣ (ブルース ･スコット少将)に

編入された｡111)第1ビルマ師団は,第 1ビルマ旅団 (--ウェル準将), 第 2ビルマ旅団 (ブ

ールク準将), 第13インド歩兵旅団の3個旅団から成 り立っていたが, その兵力は標準英師団

の半数ちょっとにすぎなかった｡112)第 1ビルマ旅団はキングズ ･オウソ･ヨ-クシャー軽歩兵

隊と第 1,第 5ビルマ ･ライフル銃大隊,第 2ビルマ旅団は第2,第 4,第6,第8ビルマ ･

ライフル銃大隊で構成さjtていた｡ll3)

104)『ビルマ進攻作戦』p.ll.

105)Tinker,pp.315-6.
106)Zbid.,p.316.

107)Zbid.,p.316.
108)Zbid.,p.316.

109)MauriceCollis,I,astandFirst,pp.55,62.

110)『ビルマ進攻作戦』 p.ll.
111)Tinker,p.317.

112)英軍1個師団の兵力は1万5千だが,ビルマ師団は8千にすぎなかった｡U Hla,p.94;Thakin
Lwin,p.62.

113)Tinker,p.317;『ビルマ攻略作戦』pp.18-19.
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ビルマ軍司令部 (ケネス ･マクレオ ド中将,後 ト-マス ･- ツトン中将)ラングーン在

第 1ビルマ師団 (スコット少将)タウングー県在

第 1ビルマ旅団 (-ーウェル準将)南シャソ州駐屯

キングズ ･オウソ･ヨークシャ-軽歩兵隊

第 1ビルマ ･ライフル銃大隊

第5ビルマ ･ライフル銃大隊

第2ビルマ旅団 (プールク準将)テナセリム駐屯

第 2ビルマ ･ライフル銃大隊

第4ビルマ ･ライフル銃大隊

第6ビルマ ･ライフル銃大隊

第8ビルマ ･ライフル銃大隊

第13インド歩兵旅団 (カーティス準将)シャン州駐屯

第16インド歩兵旅団 (ジョーンズ準将)マンダレ-,後コ-カレイ駐屯

開戦後,インドか ら新たに第17インド師団 (ス ミス少将 ;第46,第48インド旅団か ら成る)

がビルマに配転された｡114)

日本の大本営は,太平洋戦争開戦直前のビルマの兵力をビルマ土民兵2万6千,インド兵 8

千,英兵 2千 6百,中国兵 2千,計 3万8千 6首と判断していた｡115)

日本軍がビルマ全土を制圧 した1942年 5月,テナセリムで日本軍を迎撃 した第17インド師団

(デービッド･カウワン準将,ス ミス少将の後任)はカレーワに撤退,-ロル ド･アレクサンダ

ー将軍 (- ットン中将の後任)が率いるビルマ軍も,ステ ィルウェル将軍配下の米,莱,緬,

中混成軍もインド国境を越えた｡118)撤退が終わる頃,第 1ビルマ師団の兵士には帰郷命令が出

され, 日本占領に対する抵抗運動への参加が言い渡された｡117)それは, ミャウソミャを中心に

デルタ地帯で発生 した ｢カレン･ビルマ衝突事件｣ 118)-の不幸な伏線にはかならなかった｡

1942年夏,連合国軍の東部戦線における戦闘配置状況は,次のとお り119)であった｡

インド軍 (司令官ア-チボル ド･ウェーベル大将)

第 4軍団 (ア-ウィソ中将) アッサム防衛

第15軍団 (ピア-ス中将) べ,/ガル防衛

第70英師団 オ リッサ海岸

114)M.Collis,p.75.;Tinker,p.317.
115)『ビルマ攻略作戦』p.17;この中には第17イソド師団および国府第5,第6軍が含まれているかどう
か不明｡M.ColliS,p.47;Foucar(1956),pp.118-29;TrevorDupuy,p.5;Hall(1956),pp.168-9.

116)BisheshwarPrasad,p.14;TrevorDupuy,p.6;D.G.E.Hall(1956),p.169;M.Collis,p.141,
chapt.XVIII.

117)Prasad,p.14.
118)大野徹 ｢カレン民族の独立闘争史(その1)｣p.370.
119)Prasad,p.15.
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ビルマ軍(第17インド師団および第 1ビルマ師団)は,第 4軍団に編入された｡けれ ども第 1

ビルマ師団は,実際には無に等しかった｡120)第 1ビルマ ･ライフル銃大隊のカレン人 2個中隊

は,サルウィソ地区のカレン応援に 派遣されていた121) し, わずかに残っていた第2ビルマ ･

ライフル銃大隊 (兵力4-500)も, 後オー ド･ウ ィソゲ- ト将軍の Chindit122) に編入されて

しま-)た.以上のほか,連合国軍には予備軍とルシャイ,チソ,ナガなどの山地民によるttV"

フォースがあ-)た｡彼 らの任務は,情報収集と日本軍の通信の妨害123)であー)た｡

翌43年8月,ルイス ･マウン トバ ッテン中将 (海軍)が東南アジア方面軍司令官に,ジョセ

フ ･ステ ィルウェル中将が副司令官に任命され { 124),東南アジアにおける米英共同作戦が開

始され,戦闘配置状況は次のように125)変わった｡

5第14軍 司令官 ウィ1)アム ･ス リム大将 ビルマ全土の作戦

第 4軍 司令官 ジョフレイ ･スク-ソズ中将 中部戦線

岳特別軍 (6個旅団) オー ド･ウィンゲ- ト少将 北部戦線増援

し第33軍 (4個師団) モソテーギュ.ス トノフォ- ド中将 予備,後デ ィマプール戦線

第 2次大戦開戦 と同時に, ラソグーソでは原住民部隊の増募がやかましく言われ出した｡126'

｢原住民は, もはや ビルマ予備軍 (BurmaAuxiliary Force)か ら除外されない｣ とい う布告

が1939年8月31日出された137)浴, ト1本軍が ビルマに進撃 して来た時, ビルマ人たちは某国U)

言 う ｢国防｣の任にはとうとう参加 しなかった｡彼 らは ｢ビルマ独立軍｣(BIA) とい う新 し

い衣をまとって, 日本軍 とあいたずさえてビルマに 帰 一)て来たのである｡ しかも彼らの銃口

は, 日本軍に対 してではなく英軍に向け られていた｡,

m ビルマ独立軍の系譜

(1) 政治的背景

1886年 1月 1日イン ドの 1州として英領化されたビルマだが,英国の植民地行政に対する政

120)tbid.,p.15.

121)Tinker,p.318.

122)ウインゲート準将配下の Chindit(3千名)の活動については,MattheWS,Chapt.ⅤⅠ;TrevorDupuy,

p.8;J.H.Denny,ChinditZndiscretion･,BernardFergusson,BeyondikeChindwinなどに詳しい
123)Rrasad,p.15;MattheWs,p.88.この ｢第5列｣が日本軍の宣伝班を悩ませたR号謀者であったかど

うか明らかでない｡R号謀者については鈴木正七 ｢見えざる戦い｣『秘録大東亜戦史ビルマ篇』pp.382
-422.に措かれている｡

124)GeoffreyMatthews,p.8;D.G.E.Hall(1956),p.170

125)Zbid.,pp.10111.
126)MaungMaung,BurmaintheFamilyofNations,p.92.

127)Furnivall(1956),p.184.

233



東南アジア研究 8巻 2号

治運動は第一次大戦終了までは顕在化 しなかった｡128)だが, モソテーギュ･チ ェルムスフォー

ド改革案のビルマ適用によって1923年に出現 した ｢両頭政治｣制度129), 1937年のイン ドか ら

の分離130), ビルマ統治法に基づ く二院制の実施 といった政治形態の変遷 と, 植民地行政維持

に伴 うビルマ人の貧困化を背景にナショナ リズムが高揚する｡それは,ウ一 ･オウクマ,ウ一

･ウィザヤ,サヤ一 ･サンなど僧侶政治家 (ナインガンイェ- ･ボンヂ-)による個人的覚醒

運動と,YMBA,GCBA, ドゥバマー ･アシーアヨソといった政治結社による団体活動の

両面を通 して,1920年以降急速に高まっていった｡131)

YMBA (ビルマ青年仏教徒会)は, ウ- ･メ-オン,ウ一 ･キン,ウ- ･バペ-,サー ･

マウソヂな どによって1906年に結成された団体である｡132)だがこの団体は,もともとYMCA

をモデルに作 られたもので133), 仏教の興隆, 教育の振興, ビルマ文化の保存を図る社会的組

織であって134),政治団体か らはほ ど遠い存在135)であった｡

GCBA(ビルマ人協会総評議会)は1920年にYMBAの中央評議会か ら転身 した組織で136),

初代委員長にはウ一 ･チ ッフライン,副委員長にはウ- ･バペ-が選出されていた｡-37)GCBA

はYMBAとは異な り ｢仏教徒｣ であるよりも ｢ビルマ人｣ であることに 重 点 をお く組織

で138),当然政治的色彩も濃厚であった｡139) だがこのGCBAの活動は, ビルマ政庁に対する

非協力といった 消極的方針140)を続けることによって, 両頭政治が導入された時分裂 してしま

う｡141)GCBAはイン ドか らのビルマ分離に際 しても, ウ一 ･バペ-らの分離派 とウ一 ･チ ッ

フライソ,バモ-らの非分離派 とに分かれた｡142)

こうした組織 とは別に,1920年代には新 しい政治活動家が現われた｡それは,強烈な民族主

義的意識をもつ一群の僧侶達であった｡中でも若い熱心な支持者を多数 もつウ一･オウクマ143)

は,ガンジ-の非協力運動の影響を受け144),植民地行政を激 しく非難 した｡145) オウクマ僧iE

128)Cady(1958),p.191;HtinAung,p.100･,Trager,p.46･,ThakinNu,Introduction,p.XVII.
129)Harvey,BritishRule,p.78;MgMg,FamilyofNations,p.851,Desai,p.254.
130)MgMg,p.86;HtinÅung,p.108.

131)Cady(1958),p.213.

132)MgMg,Consiituiion,p.7;Cady(1958),p.179;Trager,p.44･,U BaU,p.63.
133)HtinÅung(1965),p.101;Desai,p.255.

134)MgMg,p.7;HtinÅung(1965),p.102.

135)Cady(1958),p.180.会員達は宗教問題以外については話し合いをしなかった｡U BaU,p.63.
136)Cady(1958),pp.193,218;MgMg,pp.14-15;ThakinNu,Introduction,p.XVII.

137)MgMg,p.15,ウ一･/ミペ-は反逆罪の容疑で1954年12月4日逮捕投獄された｡Bamakhit1954.12.5.
138)HtinÅung(1965)p.104.

139)MgMg,p.15.ウ～･/ミウーは,GCBA を ｢政党｣とよんでいるoU BaU,p.63.
140)矢野陽,p.317.

141)HtinÅung(1965),p.104;Trager,p.49.

142)Trager,p.50;HtinÅung(1965),p.107.

143)Cady(1958),p.231.

144)Smith,p.95.

145)U BaU,p.78.
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は しば しば逮捕投獄 されたあげ く, 1939年に死んだ146'が, ビルマの民族主義に与えたその影

響は実に大 きなものがあった｡147)

ウ一 ･ウ ィザヤは, ウ一 ･オウタマに次 ぐ ｢僧侶政治家｣であるO ウィザヤ僧正は地租税に

反対 して投獄され148',出獄するや反政府的言動の科でまた もや逮捕, 166日間にわたる断食を

敢行 して1929年獄死 した｡‖9)

1930年12月22日,メ-ヤ-ワデ ィ-一地方を中心に発生 した ｢農民-.摂 _ll帥)は,こうした僧侶

政治家運動の頂点であ-'たol51'この-僕を指導 したのかサヤ一 ･サンである.152) 飯徒達は手製

a)小銃数丁 と刀剣を除いて武器 らLい武器す ら持 っていなか った153'が, 反乱は1932年4月に

鎮圧754)されるまで続いた｡ この ｢タ-ヤーワデ ィー反乱｣に よ-〕て1万人が殺され, 9千人

が投獄,128人が処刑された｡155)指導者のサヤ- ･サンは1931年 8月 2日逮捕 さ汗 56㌦ 同年11

月16日絞首刑に処された｡157)

ビルマの民族主義運動は,若いラデ ィカルな愛国者たちが結成 した rドゥバマ- ･7シーア

ヨソ｣に よって開花するo 二の組織は ｢全 ビルマ青年連盟｣-58'と iドゥ/ミマ-協会Jとの合併

に よって159)1930年頃に結成さ′れた.160) この組織は, もともとウンタ-ヌ運動か ら派生 した161)

もので,発足当初は委員長,副委員長,書記長,会計 とト )た役員もおいてなければ,会費の

徴収 も行なっていなかった｡162)その運動も, タキン･バタウン,タキン･フラボ～,タキン･

ティンマウソなど11名の指導者によ-〕て運営されるだけの小さな組織にす ぎなかった｡i63'

146)UBaYin,p.86;荻原 (1965),p.66.
147)Smith,pp.98199.

148)Cady(1958),p.261.
149)国分正三 『大緬他誌』下巻,pp.169-170･,M.Collis,IntoHiddenBurma,p･1721,Cadyp1261･
150)HtinÅung(1965),p.106･,MgMg,p.221,HamTin,pp.352-363.;Shethoe1965.3.1･p120･

151)Smith,p.107.もっとも,その背景に1929年の世界大恐慌があることは見逃せない｡

152)Cady(1958),p.309.--ベイは,これを｢民族主義運動｣ではないと言っているoHarvey,British
Rule,p.74.

153)M.Collis,TrialsinBurma,p.2161,Shethoe1965.3.1.p.21.

15､4)政府は鎮圧に2個師団を投入した｡UBaU,p.105･
155)HtinÅung(1965),p.106;HtinÅung(1967),p.292.

156)ThakinNu,Iniroduciion,p.XIX･,HamTin,p.444･,UBaU,p,110.
157)MgMg,p.25;BaMaw,p.428.キャディーは,1937年11月28日としている｡Cady(1958),p･317･

158)結成当初の役員は,コウ･ティン (委員長),コウ･カソ (副委員長),コウ･ティー-ソ(会計),メ
キン･レ-マウソ,タキン･ノミセイソ,タキン･プラペ-, タキン･フラマウソ,タキン･トウソテ

ィン｡HamTin,p.390.

159)Cady(1958),p.375;Tinker,p.7.

160)結成の時期は明確ではないが,DoeBamaAsiayonThamainVol.I,pp.44-50･によれば,ほぼ30

年頃から活動が開始されているO

161)DoeBamaAsiayonThamaill,P.44.
162)Zbid.,p.51.

163)Ibid.,p.51.執行委員としては,当初次の7名が明らかである,タキン･バタウン (委員長),タキソ
ティソマウソ (書記長),タキン･バティン,タキン･トウソシュ工,タキン･,､ソ,タキン･フラボ

-,タキン･ティン-ンoSagainHamTin,Vol.lil,p.332.
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｢ドゥバマ- ･アシ-アヨソ｣が, ｢タキン党｣ ともよばれるのは, 会員達が自らの名称に

｢主人｣を意味するビルマ語 ｢タキン｣を用いて表示したことによる｡ タキン達は強烈な民族

主義者ではあったが, そのイデオロギーは雑多であった｡ タキン･ソウ, タキン ･タントゥ

ソ,タキン･ティンペーなどははっきりした共産主義者であったが, ドゥバマ一 ･アシーアヨ

ソそれ 自体は,｢共産主義団体｣ とい うよりはむ しろ ｢民族主義団体｣ 164)であった｡ この組織

は,タキン･アウソサン,タキソ ･ヌ,タキソ ･ノミスェ-, タキン ･チ ョ-ニェイソなど1936

年の大学ス トを指導 した元ラングーン大学学生 自治会の執行委員たち,およびタキン･タン ト

ゥソなどを迎え入れてか ら体質を強加する｡165) 彼 らの行動は国粋主義的であ り166), その目標

は早期かつ無条件のビルマ独立であった｡167)

ビルマ統治法に基づ く第 1回の選挙によって1937年 3月は じめて登場 したバモー内閣168)は,

反インド暴動169), イ ェ-ナンヂャウン池田労働者のデモ170), マンダレ一における1939年のデ

モ171)といった一連の試練を受けて倒れ, 1939年 2月ウ- ･プ内閣が登場172)する｡ そ して,翌

40年 9月,ウ一 ･ソーが第 3代首相に就任 した｡173)ところが,欧州における第二次大戦の勃発

は, ビルマ人の意志 とは無関係に, ビルマを戦争に引きず りこんだ｡174)1941年 9月ウ一 ･ソー

はロンドンにとんだ｡ 彼の念願は, 戦争終了後におけるビルマの ｢完全 自治｣ の要求であっ

た｡だが,英,米をかけ回ったウ～ ･ソーは, とうとうビルマ-ほ戻って来なかった｡英国政

府に逮捕されてウガンダに幽閉された175)のである｡

第二次大戦開戦 と共に, ビルマの民族主義にもタキン達の考えにも,大 きな変化が訪れる｡

ドゥバマ- ･アシーアヨソは,バモー博士の ｢シソイェ-ダ-党｣およびラング-ソ大学学生

自治会組織 と合体 して ｢自由ブロック｣ (ビルマ語名 トゥ-ヤ ッ･ガイソ)を形成 した｡176)自

由ブロックのスローガンは,(1)ビルマ独立権の承認,(2)制審議会召集の準備,(3)総督保有権限

の内閣-の移譲であった｡177)彼 らは,戦争が終わった時英国がもしビルマ独立を保証するので

あれば英国に協力しよう｡ さもな くば英国と闘 う178)と主張 した｡けれ ども, この自由プロッ

164)Cady(1958),pp.377-8./ミモーによれば,発足当初は純粋に ｢種族的｣であった.BaMaw,p.55.

165)IltinAung(1965),p.110;SoeMaung,PrimeMinister,p.ilo.
166)Foucar,tlivedinBurma,p.82.
167)Butwell,p.28.

168)Foucar,p.83;Cady(1958),p,389;Desai,p.258.

169)M.Collis,IntoHiddenBurma,p.183;Cady(1958),pp.39315.
170)MaungThitLwin(1967)

171)U MgMgTin,ttMalutlatmitandy,"LokihaPyiduNezin,1968.2.21.

172)Cady(1958),p.402;MgMg,p.42;Trager,p.53.

173)Foucar,p.104;Cady(1958),pp.420-1;MgMg,p.44;Desai,p.259.
174)BaMaw,p.35;MgMg,p.44.
175)MgMg,p.46;Desai,p.259;BaMaw,p.52.
176)BaMaw,pp.40,58.結成の時期は1939年10月であった, とバモーは述べているが,ボウ･トタンフ
ラでは1940年となっている｡BoTunHla,p.35;大野徹訳 『アウソサン将軍 (ⅠⅠ)』p.43.

177)Cady(1958),p.416;Desai,p.259.
178)Butwell,p.33.
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ク内のタキン達は,かな らず Lも同一志向性をもっていたわけではない｡英国の統治を終わ ら

せ るためには 日本の協力が必要だと考えるバモーや タキン ･バセイソらに対 して, タキン ･ヌ,

タキン ･アウンサ ンらは中国-の口本の侵略に批､f帰勺であ った.179) タキン ･ソウな どは,日本

との提携に其向か ら反対 していた｡180)

若いタキン達の集 まり ｢ビルマ革命党｣は,友好的外国か らの援助 と武器入手の必要性を感

じは じめていた｡181)ビルマ革命党は1939年結成さ,hた1Rコ)もので,その幹部は タキン ･ミャ, メ

キン ･チ ッ, クキン ･チ ョ-ニェイン, タキン ･バス工-な どであ ーつた.183)

ドゥノミマ一 ･7シーアヨンは,1939年の大会で対英非協力181),武装蜂起を決議 した｡lB5-マウ

ソマウソ, アウソヂ-などの学生達は,軍事訓練の準備にとりかか ったO川6)そ Lて1940年, ど

ルマ防衛法に基づ くタキン達の逮捕が始 ま一)た｡ティンマウン博士, タキン･ヌ, タキン･バ-

イソ, タキン ･ソウ, タキン･バス ェ-, タキン ･バセインらが逮捕投獄 された｡187)ノミモ-悼

士は動乱教唆罪で194()隼8月逮捕された｡188'1940月6月ヒソダータ県警部長か ら5チ ャットの

懸賞金がかけ られたタキン ･アウソサ ン189)は, 地下に潜 ったO アウソサ ンは, シ リアム石油

労働組令の指導者190)タキン ･フラ ミャイン (ボウ ･ヤソアウソ) と共に苦力に変装, 8月 8

日 チ ャイナ ･サイアム ･ラインのiモ客船 ｢海利号｣で国外に脱出 した｡191)ァゥンサ ンらの H的

は, 中 国の八路軍 と連絡をとることであ/)た oH 2'

(2) 南機関の結成 と ｢三 十人の志士_i

当時,日本U)参謀本部で船舶課長を していた鈴木敬司陸軍大佐は,南方問題の調査研究を命

ぜ らわ,上海の特務機関にいた樋 ｢1猛,杉井満,満鉄調査部にいた水谷伊那雄な どの参加を得
て,対 ビルマ謀略を開始 した｡193'

鈴木大佐は口緬協会書記 ｢南益世｣ と変名,樋 口は塩水港製糖会社の嘱託 として,1940隼バ

179)Cady(1958),p.418;BaMaw,p･116･

180)BoTheinSw(i,P.142.

181)MgMg,p.47;Butwビ11,p.32.

182)Tinker,p.7.

183)Butwell,p.30.

184)｢われわれ全ビルマ国民は,英帝国主義資本家政府に対し,人的,資金的,精神的協力,援助支持を行
なわない旨,全員一致で決議｣Yebaw HlalllyO,p.131.

185)BoTheinSwe,p.141.

186)MgMg,p.48.

187)Trこ1g亡r,p.52;Butwell,p.29;BaMaw,p.91;U Hla,p.78.

188)Foucar(1956),p.105;BaMaw,p.97,

189)U Hla,Vol.I,p.78･,BoTunHID,p.37;大野徹訳 『アウンサン将軍(II)』 p.44.1939年にも一度

逮捕されている｡H.G.Trager,p.170.
190)大野徹 ｢ビルて共確党の現状｣p.159.

191)Cady(1958),p.428;MgMg,p.49;BaMaw,p.103.

192)MgMg,p.49:逮捕状を逃れてアモイに脱出したアウンサンには,はっきりした見通しはなかったと

述べている人もある｡HtinÅung(1967),p.298.

193)n南棟関外史』pp.2-4.実際の活動は,1940年3月から阻始された｡ 『ビルマ攻略作戦』p.9.
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ンコク経由ラング-ソに向かった｡194)当時海軍側は,ビルマ在留の邦人旗中氏,国分正三氏の

線を通 じてアウソタンか らビルマ情報を入手 していた｡195)

ラングーンに着いた鈴木大佐は,ティンマウソ博士を通 じてアウソサン, フラミャイソの写

真を入手, 台湾軍の田中参謀を通 じて 2人の収容を依頼 した｡ 8月24日アモイに着いた196)ァ

ウソサン,フラミャインの両名は,神田憲兵少佐に発見され台湾,福岡を経由して飛行機で羽

田にお くられた｡197)11月12日羽田に着いた198)2人を, 先に帰国 していた鈴木, 杉井の両名が

出迎えた｡

早 くか らビルマ謀略の重要性を認識 していたのは海軍であったが, ビルマ人 2人の出現によ

って参謀本部は,新たに本格的な対 ビルマ謀略にの り出す ことを決めた｡陸軍側は,その準備

要員として加久保尚身, 川島威伸両大尉, 山本政義中尉の3名199)を 鈴木大佐の下に配属させ

た｡ ビルマ滞在中の1940年 8月, 英官憲に逮捕され 国外追放に付されていた国分正三200)が41

年1月10日帰国,陸海軍の合同会議が 1月16日は じめて開かれた｡201)この時の出席者は次のと

お りであった｡

海軍側一小川大佐,堀内大佐,小野田中佐,松永中佐

陸軍側一白井大佐,唐川大佐,武田中佐,村上中佐,尾関大尉

この結果立案されたビルマ謀略の基本的骨子は次のとお りであった｡202)

ビルマ独立計画-鈴木大佐,川島大尉

ク 補佐一山本中尉

兵器担当一加久保大尉

政治担当-杉井,樋口,水谷

謀略機関の名称はさしあたり ｢南方企業調査会｣ と称することに決定, 1月30目次の人事が

発令された｡203)

陸軍大佐鈴木敬司一参謀本部付

陸軍大尉川島成伸一大本営陸軍部付

194)Zbid.,p.4;坪谷正吉 『建国秘話』によると,鈴木大佐は読売新聞の特派員として入国した｡ 『秘録大

東亜戦史ビルマ篇』p･303;BaMaw,pp･110-112.
195)Zbid,p.5.国分は予備役の海軍大尉で,ラング-ソで歯科医を開いていた.タキン･バセイソらと交

わり,海軍省の山本五十六,井上成美,岡敬純などにビルマ情報を提供していた｡太田常蔵 『史海』

第11号,pp.2-3;BaMaw,p.108.
196)大野 徹訳 『アウソサン将軍 (ⅠⅠ)』p･45･

197)『南機関外史』p.6;BaMaw,p.125.
198)MgMg,p.49;BoTunHla,p.41;大野徹訳 『アウソサン将軍 (ⅠⅠ)』p･46･

199)いずれも中野学校出身の将校｡泉谷達郎,p.35.
200)国分正三,下巻,pp.162-3;BaMaw,p.109;tJHla,p.78.
201)『南機関外史』p･7;太田常蔵 『軍政史』p･44･
202)Zbid.,p.8.

203)Zbid.,p.8.
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陸軍大尉加久保 尚身-台湾軍司令部付

陸軍中尉野田毅一大本営陸軍部付

陸軍中尉高橋八郎一大本営陸軍郡付

海軍側 (発令月 日不明)

児島大佐, Fl高中佐,永山少佐

昭和16年 (1941)2月 1円午後 1時,陸海軍将校全 員が参謀本部に集合, ここに ビルマの独

立援助 を 目的 とす る ｢南機関｣が,大本営甫属の機関 として正式に発足 した.20i)
南機関が決定したビルマ謀略の作戦第 1号は,独立運動の指導者を 日本に亡命 させ ること'305)

であ った,1941年-2月15日, 杉井満, 7ウソサ ン (日本名 ｢面田紋次｣)の両 名は, 偽造の船

員芋帖を もち船 員服に身を包んで, ビルマ米Trl7月~廿の大同海運 月≠天丸 liに乗 りこみ 川崎か ら

ビルマに向か った 0206)

この時 ビルマか ら脱出 した ビルマ青年は, クキ ン ･フラぺ- (ボウ ･レッヤ-), コウ ･ト

.ンソシェイソ (ボウ ･ヤソナイン), コウ ･エーマウソ (ボウ ･モウ), タキン ･バヂ ャン (ボ

ウ ･ラヤウン)の ∠1名 であ る207)浴, この時 の脱出の模様 を 南機関の 杉非満, 高橋八郎大尉〃)

両名 が昭和19年5月に編纂 した ｢南機関外史_日工,次の ように208)伝えている｡

『木船 ｢バセイソ｣到着 卜共二二名ノ水夫ヲ斥候二出シ各税関ノ門ヲ調査セシメタル所,正門二警官ナキ

ヲ知 り直二杉井,機関長(船), ｢オンサン｣他二名ノ船員 卜共二船員服ヲ着テ ｢バナナ｣rい二二偽シ正門ヲ

脱出,約四百米前方ノ林二這入 l)予メ用意シ杉井ノ腹巻トセル ｢ロンジ-｣ヲ取出シ ｢オンサン｣ヲ緬何人

二変装セシメ, ｢オンサン｣-偽歯 卜留比 トヲ掘 り間道ヲ利用シ ｢バセイン｣ノ町二潜入, ｢-ソザダ｣ヲ

経テ汽中二依り｢ラング-ン｣-潜入セリー2伸 一 変装迄ノ時間約三十分ヲ要セリ｡(中略)機関長- ｢オンサ

ン｣ノ脱棄チタル船員服ヲ二重二着込 ミ,一行 卜共二附近ノ ｢パゴダ｣ニ参 り,間道二添ヒ税関裏門ヨリ木

船二帰還セリ｡ (中略)英官憲ノ人員点呼アリタルモ,予メ入港当時総べテノ申zll.1書類-一名ヲ減ジテ作製

セラレアリシタメ,無事通過セリご木船ノ､次デ ｢=/ンブ-ソ｣-廻航セリ｡ (中略)翌日二十三時三〇分ヨ

リ二十四時三〇分二互ル一時間ヲ脱出決行ノ時間 卜打合七,杉井-上甲板ニアリー等運転手船汀,船長ノ､船

尾,ソレニ各 部々下ヲ什ケ戦闘を醐 Hi完了シアリタルも 予パ了合七夕ル船端伝ヒノ侵入路ヨソ-定雄'6ニ出

現セズ｡後デ判明セル所二依レバ,当時舶中二アリシ警官四名ノ為メ予定路ノ情況許サズ, ｢オンサン｣一

行-一時船尾-ノ繋留浮標ノ上二退避シ,ソコヨl)錘ヲ撃緩り多少ノ擦過傷ヲf'iヒタルモ一同無事｡ (rfT略)

決死的潜入ヲ為シタリ』｡

204)Ibid,pp.8-9.

205)大野 徹訳 『アウソサン将軍 (ⅠⅠ)』p.6.

206)『南機関外史』 p.12;東谷,pp.39-40;MgMg,p.50;アウソサンがラング-ソに帰着 したのは3

月3日であった｡BoTunHla,p.42,
207)『南機関外史』p.15;BoMinGaung,p.45;BaMaw,p.130.

208)『南横関外史』pp.14-15.
209)ランク-ソに戻ったアウンサンは,タキン･/ミスェ-, タキン･チョ一二ェインらと共に,志士29人

の人選を行なった｡HtinÅung(1967),p.299. 相談相手には,バスェ一,チヨーニェイソのほかに,

タキン･ミい,タキン･チッ,コウ･プラてウソなどがいる,_iBoTheinSwe,p.144.
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こうして脱出第 1期組は1941年 3月23日,東京に帰着 した.210)

｢南機関｣ではその後 も,木俣豊次 とフラミャイソ (日本名 ｢糸田貞一｣) に対する作戦命

令第 2号,水谷伊那雄に対す る作戦命令第 3号を発 して,独立党員の脱出収容を続けた｡211)

第 2陣 として水谷氏の手引きで 日本の米積込船 ｢カイシ ョウ九｣ で脱出したのほ, タキン ･

ソールイソ (ボウ ･ミソガウン), タキン ･タンテ ィン (ボウ ･ミャデ ィソ), コウ ･シュ-

(ボウ ･チ ョーゾー), コウ ･トゥソシュ- (ボウ ･リンヨソ), コウ ･ソウ (ボウ ･ミイソア

ウソ), コウ ･アウソティソ (ボウ ･イ ェ- トゥッ), コウ ･テ ィソニー (ボウ ･ボンミイソ)

の7名で ビルマを 4月13口出航, 4月28円大阪に着いた｡212)

第 2陣の脱出模様について,その一人ボウ ･ミソガウンは次のように語 っている｡213)

『1941年4月10日のことであった｡(中略)私 (ボウ･ミソガウン)は,その前の目から人を待っていた｡

4月9日は何事もなく暮れていった｡待ち人は現われなかった｡私が待ち人に会ったのは4月10日午後1時

半,チョビンガウ町の停車場であった｡その人は,亡くなった指導者タキン･ミヤ(訳注 :1947年7月19日

暗殺された)が巡遺したナックリン出身のタキン･タンであった｡

タキン･ミ17の手紙とラング-1/行きの汽車の切符を渡しながら,タキン･タンは, ttタキン･ソールイ

ソ,今夜の汽車で来るようにとのことだ｡僕は,下 りの列車で直ぐたつがね日と言いながら,あたりの人影

を見てすぐに黙り込んでしまった｡ (中略)祖国と同朋のために任務を果たさねばならない｡両親や祖国に

別れを告げる時が来たのだ｡ (中略)

1941年4月11日のことだったO (中略)午後 7時半,フレ-ダソ通り93番地にあるタキン･ミ17の家に向

かった.タキン･ミヤは私を見ると喜んで, ttよく来た｡まあ坐 りたまえ"と言って, ttはたして君が来る

かどうか気をもんでいたところだ｡やっと用意万端ととのったぞ-- (中略)

君を呼んだのは外でもない｡今,タキン･アウソサンが日本に行ってる｡君は,タキン･アウソサンの所

へ行って軍事訓練を受けるんだ"と言っているところへボウ･ミイソアウソ (コウ･ソウ)が部屋から出て

来た｡

タキン･ミヤは,コウ･ソウと私を紹介した後,私達二人をタキン･チッの住む49番街の協同組合店-逮

り出した｡ (中略)

タキン･チッは私達の顔を見るや否や, ttどうだね,君達｡今夜,日本の米積み込み船 ｢カイショウ丸｣

で日本へ密入国するんだ｡用意はできてるな･--(中略)じゃ,今から船員に変装するための白上衣と白ズ

ボソを買いに行こう"私達三人はスコット･マーケットに行った｡そして,ある店で船員に変装するための

長そでの白い上衣と白い長ズボン,自靴を買ってもらい,再びタキン･チッの家-戻った｡

休憩している時,タキン･チッが,今夜八時半に寄港する米積み船 ｢カイショウ丸｣に乗り込んでいる日

本側の連絡員が,私達二人を出迎えに来ると説明した後,合い言葉を教えてくれた｡ (中略)

210)『南機関外史』p.15;Bo Min Gaung,p.45;ボウ･トゥソフラは3月27日と述べている｡BoTun
Hla,p.42. ボウ･ティンスェ-も同様｡BoTheinSwe,p.144.

211)『南機関外史』pp.12-13.
212)BoMinGaung,p.46.

213)BoMinGaung,pp.22-29.
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午後 7時半であった｡自シャツ,自ズボン,自靴を身につけた私達は,バー通 り,フレーザー通 りの方へ

と出た｡ (中略)そして,スーレ一 ･パゴダ通 りの角-と歩いて行った｡あと5分で8時半だ｡その時,ス

-レ一 ･パゴダ通 りの市庁舎の方からゆっくりと走って来る一台の馬車が目にとまった｡(中略)串 も 私達

の傍を二ヤードばかり行き過ぎてから停った｡客席からはマッチをする音がして火がついたかと思うとすぐ

に消えた｡私は,ボウ･ミイソアウソの手にふれて, 小声で ｢間違うといけない. 轡く様子を見るんだ｣｡

再び火が点いたかと思うと,また消えた｡見ていると,三度火がついた｡そして,タバコをふかしている例

が浮かんだ｡

私達は馬車の方-向かって歩きながら,手にもっているバナナの房を三度前後にふって合図し, 1パーロ

ンばかり先に歩いて行ってそこでバナナを食べた｡停っていた馬車も,私達の行 く方-とついて来て,傍に

停った｡日本船の士官の服装をした人が,私達二人を頭からつま先まで見て, ｢ドゥバて-, ドゥバマ-｣

と小声で言った.私達も ｢ドゥバて-, ドゥバマ-｣と答えたところ,ようやく馬車の扉が開いた｡私達は,

素早く車内に乗 り込んだ｡

中内に乗 りこむと,その日本の士官は,私達に日本の船員がかぶる帽子をかぶらせた｡馬車は,パソゾウ

ダソ岸壁の方に向かって走 り出した｡岸壁に着 くと,20人か25人はいると思われる日本の船員達がやって来

て,私達の馬車を取 り囲んだ｡日本の士官は,扉を開けると幾つかの品物を渡しみんなでそれを3'Lifびはじめ

た｡私達二人も,日本船員の中にまざれこんでついて行った｡

岸壁には立哨中の警官がいた｡警官の姿を見かけると,さすがに私達もギクリとした｡岸辺に停めてあっ

たサンパンに,日本の船員達と一緒に緊張しながら乗 り込み,沖に停泊している本船向かって漕いで行った｡

(Lf.略)好運にもようやく船上にたどり着いた｡何処-行ったらよいのか分からずボンヤリしていると,日

本人船員が二人やって来て,私達の手をひき腰をかがめながら船腹の方へとゆっくり案内,とある部屋の車

-送 り届けてくれた｡

部屋の中には,薄暗いランプが灯してあった｡部屋の中に人が三人いるのがボンヤリと見えた｡その三人

は, クーヤーワディー出身のコウ･タンティン (ボウ･ミヤディン), トンゼ-出身のコウ･シュ- (ボウ

･チヨーゾ-), ミソフラ出身のコウ･ティンエー (ボウ･ボンミイソ)であることが,部屋に入ってから

分かった｡ (中略)

12日午後十時半ごろ,部屋の外に'rjt音がして更に二人の同志が連れて来られた｡その二人は,ラングーン

出身のコウ･アウソティソ (ボウ･イェ～トゥッ)とタウング-出身のコウ･トゥソシュ- (ボウ･リンヨ

ソ)であった｡同志は, 7人になった｡』

脱出第 3陣は, コウ ･フラマウソ (ボウ ･ゼーヤ), タキ ン ･サ ン ミャ (ボウ ･タウティ ン),

マウソ ･キンマウソウ← (ボウ ･ターヤ-)の 3名で, 杉井氏 と共に ｢コウサイ丸｣で 日本に

向かった｡214)

第 4陣は,1941年 7月8日 ｢コ リヨ丸｣で ビルマを出航, 7月24日水谷氏 と共に横須賀に到

着 した｡一行は,次の11名であ りた｡215)

214)Zbid.,p.46.

215)Ibid.,p.48.
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コウ ･シ ュ-マウソ (ボウ ･ネ～ウ ィソ), タキ ン ･サ ンフライ ソ (ボウ ･フム-アウソ),

タキ ソ ･トゥソオウ, タキン ･トゥソキ ン (ボウ ･ミイ ソス ェ-), コウ ･フラ (ボウ ･ミソヤ

ウソ), コウ ･タンニュソ (ボウ ･ジンヨー), タキン ･チ ョ-セイ ソ (ボウ ･モウニ ョウ),

コウ ･マウソマウソ(ボウ ･ニ ヤーナ), タキ ン ･グェ-(ボウ ･ソ-アウソ), タキ ン ･テ ィッ

(ボウ ･ソーナ ウソ), タキ ソ ･トゥソルイ ソ (ボウ ･バ ラ)｡

第4陣組 の一人であ ったボウ ･ジソヨーは,脱 出前後の模様を次のように216)述べている｡

『緬暦1303年 (1941年)ワ-ゾウ月上弦8日午後1時, ラング-ソ市49番街にあるトゥソシュ-先生 (ナ

ガーニー ･ウ一 ･Tlウソシュ-)の家で昼食をしている時だった｡ トゥンシュ-先生から,君は今日,旅に

出るんだ｡すぐチッ先生の所へ行きたまえ,と言われた｡チッ先生というのは,現在地下に潜っているビル

マ共産党のタキン･チッのことである｡当時,チッ先生は,イェーヂョー協同組合の店の支配人をしていた｡

店に行 くとチッ先生は,鉛筆で走 り書きした紙片を私に寄こし,スコット･マーケット(現在のボウジョ

ウ市場)の大学協同組合の店に行 くようにと言った｡紙片には,この人に白ズボン,自シャツ,アンダーシ

ャツ各二人分を渡してくれ｡チッと署名してあった｡ (中略)私は,上衣,ズボンなどを受け取ると,午後

三時ごろチッ先生の家-帰って来た｡先生はお金を 1チャット取 り出して, ｢黒靴を一足買っておけ｣と言

われた｡ (中略)それから理髪店に行って,髪を短 く刈ってもらった｡

ワ～ゾウ月の上旬,雨季のはじめとあって降った り止んだりの天候だった｡チッ先生は,明りを小さく灯

して安楽椅子に腰かけていた｡傍に弟子のマウソフラ (ボウ･ミソヤウソ)がいた｡私達は,今まで一度も

着たことのない自ズボン,白上衣を着,黒靴をはいた｡言われたとおり二房の/ミナナをぶら下げて外に出,

イェ-ヂョ一通 りから線路沿いに-ヤウソゴソ学校の方-と歩いて行った.そして,チャウタソとトムソン

通 りの交差点で人力車をひろった｡傘は線路に投げ棄てた｡モンゴメリー通 り (現在のボウヂョウ通 り)袷

いに夜市の近 くまで来た時,人力車を乗 り棄てた｡ (中略)約束の場所まで来る途中,インド人警官二人に

出会った｡どこかの国の船員とでも思ったのだろうか,私達は素知らぬ顔で歩いて行った｡

8時45分,合同庁舎に面したダロージー通 りのコウコー樹の下に,一台の馬車が侍ってシュ-シューシュ

ーと警笛を三回鳴らした｡私達は持っていたバナナの房を振って見せ,馬車に馳け寄った｡車上にいた三人

の人が,私達を馬車の上に引き上げてくれた｡馬車はボウダタウンの方-引き返し,旧岸壁に向かった｡

岸壁には,日本人の船員が20人ばかり待っていた｡私達は,馬車の中ですでに船員帽をかぶり船員用のコ

ートを着ていたOポケットには,偽造の船員手帳も入っていたO私達は,待ち構えていた船員達と一緒に,

三笠のサンパンに分乗して船に向かった｡船に着 くと,案内して来た人が,下のエンジン･ルームに私達を

連れて行った｡タラップの所で立哨中の警官二人に出会ったが,別に何も言われなかった｡船倉には,すで

に二人の同志がいた｡ワーゾウ月上弦8日午後 9時のことだった｡』

1941年 2月か ら6月にかけて ｢シソガポ-ル水道｣ を往復す ること8回'217), 南機関の手で

日本-密出国 した ビルマ青年の数は, アウソサ ン, フラ ミャイ ソの二人を合わせて27名に達 し

たが, タイ国境を越えて陸路, 日本側に連絡を とった者 もあ った｡その内, タキ ン ･アウンタ

216)AmyothaThadinzin,1957.8.3.
217)『南機関外史』p.14.
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ソ (ボウ･セッチャー), コウ･タンテ ィンの両名は国分正三の協力を得218),タキン･タンテ

ィンは 高橋八郎中尉の手によって保護された219)が, タンテ ィンは国境でマラリアに冒され,

台湾に着いた時病死した｡220)以上の29名に,当時留学生として在中していたコウ･サウソ (ボ

ウ･ティンウィソ)が加わって221), ここに ｢三十人の志士｣が勢揃いしたのである｡

1941年 4月初旬,海南島南部の海軍基地 ｢三亜｣に特別訓練所 (所長,福地海軍少佐)が開

設され222),｢志士三十人｣の猛訓練が開始された｡訓練は3班に分かれて行なわれた｡ 基礎訓

練においては各班とも同じであったが,教育 目的はそれぞれ異なっていた｡すなわち,第 1班

は中隊以下の実兵の指揮,兵員の訓練ができる指揮官の養成,第 2班はゲリラ,謀略破壊活動

の指揮官養成,第 3班は師団以下の運用ので きる指揮官の養成であった.223)訓練所および訓練

駅の編成は,次のようにな-)ていた｡224)

海南島三軍訓練所

所 長

教育郡長

第一班長

班員

第二班長

班員

第三班長

班員

福地海軍少佐

川 島 大 尉

服 部 中 尉 補佐 泉 谷 中 尉

ボウ･チ ョーゾ一,ボウ･ボンミイソ,ボウ･ジンヨー

原 中 尉 補佐 今 村 軍 曹

ボウ･ネ-ウィソ,ボウ･クーヤ-,ボウ･リンヨソ,ボウ･モウニョウ,

ボウ･ミャデイソ

鈴 木 中 尉 補佐 江 藤 軍 曹

アウソサン,ボウ･セッチャー,ボウ･レッヤ-,ボウ･ゼ-ヤ

訓練は,初歩的段階から出発 しなければならなかった｡225)軍事知識皆無の受講生に対 し,普

通なら3年かかる 日本陸士の教育課程を, わずか1年で習得させるとい うのであるか ら226),

訓練はす こぶる激 しいものであった｡ この時の訓練ぶ りについて, ボウ･チ ョ-ゾ- 227)とボ

ウ･タ-ヤー 228)は,次のように述べている｡

『海南島での軍事訓練は厳しかった｡私達は,朝未明から夕方暗くなるまで,わずかな食事時問を除いて

218)BoMinGaung,p.49;BilMaw,p･130;BoThe主nSwe,p･144･

219)BoMュnGaung,p,50･

220)Zbid.,p･51･

22D Zbid.,p.51.

222)東谷達郎,p.57;太田常蔵,p･41･

223)泉谷,p.58;BoTaYa,pp･14-15;大野徹訳 ｢志士三十人の帰国(1)｣ p･64･
224)訓練所の構成は,『南棟関外史』;泉谷,p･58･班の構成は, BoTaYa,pp･7-8,14-15.なお, Ba
Maw,pp.132-133の記述はやや異なる｡

225)泉谷,p.59.
226)BoTaYa,p.10.

227)HelenG.Trager,pp.176-7.

228)BoTaYa,pp.8-12;大野徹訳 ｢志士三十人の帰国(1)｣pp.64-66.

243



東南アジア研究 8巻 2号

は訓練されずめだった｡夜間演習は,週に3回もあった｡訓練が激しくなるにつれて,私達の仲間からも訓

練にあたっていた日本軍人の中からも,疲労で倒れる者が続出した｡

日本側の待遇は,私達にはがまんできなかった｡最初,私達は友人かお客さんのようにもてなされた｡そ

れが,後ではガラリと変わった｡私達は,まるで部下であるかのようにとり扱われた｡海南島のキャンプは,

東京とは大違いであった｡東京では,人々は礼儀と親切さに富んでいた｡』

『われわれが受けた訓練は,生まれてこのかた最も劣悪で,最も疲労の激しい状態に全身を投げ入れるこ

とであった｡起床は午前 5時半,朝食と夕食の計1時間半の食事時問を除くと,あとは午後6時まで猛烈な

訓練が続いた｡夕食が済むと,9時までぎっしりと座学が続いた｡学習が終わると夜間整列,そのあと30分

の余裕をおいてやっと床に入れた｡ (中略)

けれども,熟睡中の真夜中12時,あるいは午前2時ごろに夜間演習があった｡まず,各自完全武装して迎

撃しなければならない｡重機関銃が撃てるよう,素早く家も掘らねばならない｡鉄条網も張らされる｡整列

した時には寒くてガタガタふるえていたのに,壕を掘るため硬くて頑丈な海南島の土を掘っていると,まる

で全身水をあびたように汗が流れ,手のひらが赤 くなり血がにじんでくる｡それなのに,散の動静を探るた

めと称して2マイル以上も斥候に出なければならなかった｡佐官や尉官クラスの教官たちが,あらゆる面か

ら点検して,合格すればやっと tt戦闘終り"の命令がおりて夜間の演習が終わるのであったO (中略)

ボウ･セッチャー,ボウ･レッヤーなどの年配者,虚弱者たちは,銃剣を着用しての疾走,戦闘訓練に,

疲労困憩してロから泡をブクブクふいた｡残 りの同志たちも,祖国ビルマの解放のため,よろめきながらも

訓練に耐えた｡ (中略)人間業とは思えないこれらの訓練に,精も魂も尽きはてて倒れる者,発熱するもの

が続出した｡ (中略)同志は,苦力に似ている第1班,泥棒に似ている第2班,サンパン漕ぎのイソド人に

似ている第3班と,お互いにからかい合いながら苦労をまざらわし励ましあった｡』

10月15日三亜訓練所が閉鎖 され, ｢志士三十人｣は11月7日台湾玉里に移 った｡229) 10月12日

フラペ-, トゥソシェイソ,--マウソ,バヂャソ, トクソキン, フラマウソの6名が潜入第

1陣に選ばれ, タイ ･ビルマ国境か ら潜入す ることになって東京経由バンコクに向か った｡230'

そ して11月24日,椎名,平石引率の第 2陣 6名 (ソ-ルイソ,シュ-, Iゥソシュ-,テ ィン

--, タソテ ィ, ソウ) に出動命令が下 され231), 12月11日には南機関の機関員は全員バ ンコ

クに集結 した｡232) 機関長は ｢ビルマ独立義勇陣｣(BurmaIndependenceArmy)の編成構想

を明 らかに し,12月26日か ら募兵が開始された｡233)

(3) ビルマ独立軍 (BIA)の結成

｢ビルマ独立軍｣兵士の徴募は,1941年12月26日バ ンコク市サ トゥソ街ボルネオ館にある医

師 ウ～ ･ルソペ-の家で開始 された.234) ｢志士三十人｣は, 同日午前11時 ウ- ･ルソペ-の家

229)『南機関外史』p.54;BoMinGaung,p･164;泉谷,p･75･

230)BoM舌nGaung,p.163;BaMaw,p･135･

231)Zbid"p.1671

232)泉谷,p.107;『ビルマ攻略作戦』p･117･

233)泉谷,pp.108-110;『南機関外史』p･60･

234)SeinTin,p.154･
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に集 まって, タイ医師の手を 借 り各人の腕か ら血液を とって銀の杯に入れ, 各 自回 し飲み し

て235) ｢ビルマ独立のため戦 う｣ ことを誓い合 った｡236)

バ ンコク市内には,当時亡命 ビルマ人が住んでいた｡337) ｢ビルマ独立軍｣兵士の徴募が開始

され るや,そのFlの うちに20名が応募,28日には50人が来て署名 した ｡238)

｢志上三十^Jの一人 タキン ･フラマウン (ボウ ･ゼ-ヤ)は,防諜 のため各 自のタキン名

を変更 したほ うが よい と考え,その ことをタキ ン ･トゥンオウに相談 した ｡239)こ うして,12月

27日 240) ｢志士三十人｣ に将校名が与え られ ることにな り, タキン ･アウンサ ンか ら発表 され

た｡241)タキ ン･プラペ- (ボ ウ ･レッヤ-)が記録を とった｡

各人のタキン名,将校名,

ビルマ名

タキン･アウソサン

タキン･シ′ユーマウソ

タキン･プラベー

タキン･アウソタン

コウ･フラマウン′

タキン･/;チャン

タキン･ソ-ルイン

コウ･トゥンシェイン

タキン･プラミヤイン

クキン･サンプライン

コウ･シュェ

クキン･トゥンシー._ユ

タキン･ティンエー

タキン･アウソティソ

日本名および現状は,次のとおり242)である,

将 校 名 日本名

ボウ･テ-ザ 面田 紋次

ボウ･ネーウイン 高 杉 昔

ボウ･レッヤ- 谷 清

ボウ･セッチャー 平田 正雄

ボウ･ゼーヤ 加賀 正

ボウ･ラヤウン 馬場 武

圭ウ ･ミソカウソ 山岡 清

ボウ･ヤソナイン 山下 輝雄

ボウ･ヤソアウソ 糸Ef] 貞一

｣ミウ･アウソ 大村 忠

現 状

1947年7月19日暗殺

現在,ビルマ革命評議会議長

ウ～ヌ内閣副首相,逮捕,1968年釈放,

/ミソコク亡命中

バンコク亡命,1969年客死

ビルマ共産党中央委員,1968年4月16日射

殺

白色PVO,1950年帰順,1969年7月9死亡

黄色PVO,クーヌ内閣僚,連邦党党苔,

逮捕,1968年釈放

/ミモー博士の女桁,バンコク亡命中

ビルマ共産党中央委員,1967年12月16日

粛清

黄色PVO,ウーヌ内閣僚,連邦党,無職

ボウ･チコ-ゾ- 谷口 進一 陸軍参謀次長,1957年6月6日解任,無職

ボウ･リンヨン 内海 進 無職

ボウ･ボンミイソ 陳田 清次 黄色PVO,無職

ボウ･イェ～ トゥッ 林 ビルマ共産党,1963年帰順,BSPP

235)ビルマ語の ｢トゥ--タウ｣(血盟)の儀式｡本稿 p.226参照,

236)NatmaukHponGyaw,p.182;SeinTin,p.158;BoMinGaung,p.192.

237)泉谷,p･110;BohmuBaThaung,p.266;『ビルマ攻略作戦』p.124.

238)SpinTin,p.154;ThakinLwin,p.109.

239)S°inTin,p.156.

240)BoMinMaung,p.185.

241)MgMg,p.166.

242)『南楼閑外史』pp,16-17;lZ,0MinGaung,pp.182-7;SeinTin,p.1571,MgMg,p.166;MgMg,

Constituiion,pp.50-51,footnote;Thakin Lwin,p.106;Bo Thein Swe,pp.113-4;BoThan

Daing,pp.146-7;太田常蔵,p.43;日本側資料のビルマ名 (カナ表記)には誤りが多いので補正し

たO各人の現状は筆者の調査による｡BaMaw,pp.443-6の記述にも若干の誤りがある.
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タキン･トゥンキン

クキン･サンミヤ

コウ･フラ

タキン･クンニュこ/

タキン･エーマウン′

タキン･トゥソノレイン

タキソ･キンマウソウ一

夕キン･テ ィツ

タキソ･グェ一

夕キソ･マウソマウソ

タキン･タンテイン

タキン･トクソオウ

タキン･チョ一七イン

コウ･サウソ

タキン･ソウ

タキン･タンティン

東南アジア研究 8巻 2号

ボウ･ミイソスエー 中村 等

ボウ･タウティン

ボウ･ミソヤウン′

ボウ･ジンヨー

ボウ･モウ

ボウ･ノミラ

ボウ･クーヤー

ボウ･ソーナウソ

ボウ･ソーアウソ

ボウ･ニヤーナ

ボウ･ミヤディソ

ボウ･モウニョウ

中川 一郎

伊藤 仁

大川

水野 三郎

大谷 広

門屋 勝

大沢

桂

土屋

坪田

市原 一郎

高橋

ボウ･ティンウイン 門屋 博

ボウ ･ミイソアウソ 河野

ボウ･タンティン 山田

現職不明

国会議員,1964年逮捕,釈放

STB特別官

PVO,連邦党,STB特別官

戦死 (プTヂ-)

国会議員,1963年逮捕,67年釈放,無職

PVO,共産党,1949年帰順,作家

ボウ･ソーアウソの弟,通産省監査局特

別官

戦死 (シュ-ヂソ)

戦死 (パープン)

病死 (チェンマイ)

1970年 1月4日死亡

病死

病死 (バンコク,1945年)

戦後自殺

病死 (台北)

12月27日入隊式が挙行 され343), ここに ｢ビルマ独立義勇軍｣(BurmaIndependenceAmy)

が,編成 されたのである｡ 募集 した兵士達には,チ ョ- ゾー少佐が 日本式の軍 事 訓 練 を授 け

た｡244)ビルマ独立軍編成当初の人数は200名245)であったが, これに鈴木大佐 (ビルマ語名ボウ

･モ ウヂ ョウ)以下74名の 日本軍将校,下士官,軍属が加わ った｡

義勇軍の陣容は次のよ うにな った｡246)

BIA軍司令官 ボウ･モウヂョウ大将 (鈴木敬司大佐)

参 謀 長

高 級 参 謀

参 謀

参 謀

参 謀

作戦主任 参謀

ノク

高 級 副 官

村 上 少 将 (野田毅大尉)

ボウ･テーザ少将 (アウンサン)

ボウ ･ヤンアウン中佐

ボウ ･セッチャ-大佐

タキン･トウソオウ

飯 島 大 佐 (木俣嘱託)

新 免 中 佐 (水谷嘱託)

木 村 中 佐 (樋口嘱託)

243)太田 (1967),p.44;『ビルマ攻略作戦』p.124;『南機関外史』p.60.
244)SeinTin,p.159.

245)高橋八郎氏談 ;『ビルマ攻略作戦』p.124;『南機関外史』p.65.
246)BoMinGaung,pp.198-200;SeinTin,pp.164-165;『ビルマ攻略作戦』p.124-125;『南機関外史』

pp･65-66;太田,pp.44-45;泉谷,pp.112-114;BoTheinSwe,p･148､
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経 理 部 長 南 岡 大 佐 (杉井嘱託)

軍 医 郡 長 鈴 木 少 将 (鈴木医師)

運 輸 部 長 ボウ･フムーアウソ中佐

千-ルメソ兵団 (司令部直轄)

北島部隊 (前衛)北島大佐 (高橋八郎中尉)
ボウ･ソーアウソ,ボウ･ミヤディン

鈴木部隊 (本隊)鈴木大佐 (鈴木八郎中尉)
ボウ･チョ-ゾ-,ボウ･ソーナウソ

frEJ'旧部隊 (後属)稲田中佐 (稲田義信少尉)
ボウ･モウ,ボウ･イェートクツ

平 隊

木迫隊

大坪部隊

タポイ兵団

東谷部隊

塔本部隊

メルギー支隊

水上支隊

平 少佐 (平石正美軍曹)
ボウ･ジンヨ-

木迫少佐 (木迫順一軍曹)

大坪大佐 (山本中尉)

川島中将 (川島成仲大尉),兵員70-80名
ボウ･レッヤー大佐,ボウ･ラヤウソ中佐,ボウ･ミンヤウン,ボウ･ニヤーナ

泉谷中佐 (泉谷達郎中尉)

塔本中佐 (塔本成幸中尉)

徳永中佐 (徳永政夫嘱託),兵員10名

平山大佐 (平山季信中尉),兵員約20名
ボウ･アンナイン,ボウ･ミンガウン,ボウ･タウティン

田中 (謀略)部隊 田中中佐 (田中征六郎中尉),兵員10名
ボウ･ボンミイソ

国内擾乱班247) ネ～ウイン中佐,兵員8名
ボウ･ターヤー,ボウ･リンヨン,ボウ･ミンス--,ボウ･モウニョウ

ビルマ独立軍各部隊は,12月31ロノミソコクを発進, 3隊に分かれて日本軍第55師団 と共に ビ

ルマに進撃 した ｡248)この時のBIAの兵力は,3,776人349)であ ったが, タイ国内で応募 した兵

士はその内の642人が戦死,400名が負傷,無事 ビルマに辿 り着いたのは100名 くらいであ った｡

残 りの兵士は,全員 タイ国-戻 って行 った｡250)｢志士三十人｣の中か らも, -ヤ-ナ少佐 (タ

キ ン ･マ ウソマウソ)はパープンで, タキン ･--マウン (モ ウ少佐)は プージ-で, タキン

･ グ ェ ー (ソーアウソ少佐)は シュ-ヂ ンで,それぞれ戦死 した ｡251)

編成当初わずか 200名にす ぎなか った ｢ビルマ独立軍｣ も, ラングーンを占領 した1942年3

月8日 252)に は,1万 5千 くらいの人数にな っていた .353'

247)擾乱別は1942年 1月25日ビルマ入国に成功した｡ThakinLwin,p･117-
248)NatmaukHponGyaw,p.183;『ビルマ進攻作戦』p.120;BaMaw,p.141.
249)ThakinLwin,p.109･,BoTheinSwe,p.151;LuduU Hla,Vol.1,p.37,
250)Zbid.,p.log.
251)S°inTin,p.172.
252)BohmuBaThaung,p.268･,BoThein Swe,p.151;U Hla,p.47;Desai,p.260;大乱 p･46;

『秘録大東亜戦史ビルマ篇』p.34.
253)BohmuBaThaung,p.269;文献によっては必ずしも一致しない. 『南棟関外史』 と太田,p.45で
は正規兵約 1万,便衣兵約10万 ;泉谷,p.187では1万 2千 ;『ビルマ攻略作戦』p.134では4800人
となっている｡
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ラングーン占領後,鈴木大佐は ビルマ独立軍を北伐のため再編成 し,それまで 日本人将校が

指揮 していた全部隊をビルマ人の指揮官 と交替 させた｡254)それは次のような編成255)であ った｡

ビルマ独立軍司令官 アウソサ ン少将

第 1師団 (3個連隊)ネ-ウィソ大佐

連隊長 ネーウ ィソ大佐 (兼任)ボウ ･ボンミイン,ボウ ･アウ-/ヂ-

第 2師団 (3個連隊)ゼーヤ大佐

連隊長 ボウ ･ヤソアウソ,ボウ ･ミイソアウン,ボウ ･イ ェ- トゥッ

独立 1個連隊 ボウ ･ヤソナイン

ラングーン駐留部隊 ボウ ･チ ョーゾ-

ラングーンか らイラワジ川にかけての地域は,ボウ ･ゼーヤの第 2師団が担当,各連隊をヤ

ソアウソ, ミイソアウソ,イ ェ- トゥッが指揮 した.256)ネ-ウ ィソ,ポソミイソ, アウソヂ-

の諸部隊 も,北進を続けた｡ヤソナインの部隊は,陸路 レッパダソ,パウソデー, シュエタウ

ン- と進撃 した｡257)タイ ェッ町をゼ～ヤ,ヤソナインの2部隊が占領, プロ-ムか らはヤソア

ウソの部隊がアラカソ方面 (タウンゴウ, タン ドゥェ-,シ ットゥエ-)- と向か った.258)

1942年5月29日北伐作戦が終わ ってバモーに集結 したころ, ビルマ独立軍の兵力は 2万7千

名 くらいに増大 していた｡259)

参 考 文 献

(和 ･漢文)

『元史』巻二百十

『元朝征緬録』

『元史外夷伝』

『欽定宋史』巻四百八十九

『明史』巻三百十五

『聖武記』巻六 ｢乾隆征緬旬記｣

『国朝柔遠記』巻五

白鳥芳郎 ｢元朝征緬録に見えたるシャン族の動向｣『東洋学報』Vol･37,No.1,1954,pp.69-111.
山本達郎 ｢元の緬旬経略｣ 『史学雑誌』第51篇,第7号,p.944.

エドワード･ゲイト著 ･民族学協会訳 『アッサム史』東京,1945.

張鳳岐著 ･種村保三郎訳 『雲南国境紛争史』東京,1943.

防衛庁防衛研修所戦史室編 『ビルマ攻略作戦』東京,1967.

254)『ビルマ政略作戦』p.447;太田 (1967),p.48.
255)Zbid.,p.447I,BoTheinSwe,p.154.

256)BoThe主nSwe,p.154.

257)Zbid.,p.155;BaMaw,p.163.

258)Zbid.,p.156',BaMaw,p.203.

259)『ビルマ攻略作戦』p.448;BohmuBaThaung,p.269では2万3千 ;Ludu UHla,γol.1,p.53
では7月27日現在の推計人員3万人｡BoTheinSwe,p.151では約2万5千人となっている｡
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陣戦史研究普及会編 『ビルマ進攻作戦』東京,1968.

『秘録大東亜戦史ビル-篇』東京,1953.

/Jl野 暢 『タイ ･ビルマ現代政治史研究』京都,1968.

国分正三 『大緬旬誌』下巻,東京,1944.

緬栂国軍軍事顧問部編 『南機関外史』1944.

泉谷達郎 『ビルマ独立秘史 ･その名は南謀略機関』東京,1967.

太田常蔵 ｢ビルマ独立に対する日本指導の二重性格について｣ 『史海』第11号,pp.1-ll.

太田常蔵 『ビルマにおける日本軍政史の研究』東京,1967.

大野 徹 ｢ビルマにおけるカレン民族の独立闘争史｣ 『東南アジア研究』 7巷3号,1969,pp.363-390.

大野 徽 ｢ビル-!共J圭党の現状｣ 『東南アジ7研究』 6巻3号,1968,pp.156-168.

大野 徹訳 ｢アウソサン将軍(")｣ 『鹿大史学』第15号,1967,pp.41-61.

大野 徹訳 ｢三十人志士の帰国(I)｣ 『鹿児島大学史録』第2号,1969,pp.61-97.

荻原弘明 ｢ビルマの年代記について｣ 『歴史教育』12-12.

荻原弘明 ｢マンナン･ヤ-ザウイン一第 5部146章から150章までの訳-｣ 『鹿児島大学文理学部文科報告』

第10号,史学篇第7焦.

荻原弘明｢ウ- ･すッタ--1著 :[回国とR本(n)｣ 『鹿大史学』第13号,1965.

(欧文)

BaMaw.1968.BreakthroughinBurma,MemoirofaRevolution1939-1946.YaleUniv.Press.

1号oKyaw Zaw.1969.ttInTraining,"WetheBurmese,Voicesfrom Burma(editedbyHelenG.

Tr(lger). New York.

1'･utwLlll,Richard.1963.UNuofBurma.StanEol･dUniv.I'rビSS.

C'1(1y,J.F.1958.A HistoryofModernBurma.CorllellUIliv.PrLゝSS.

.1964.SoutheastAsia,itshistoricaldevelol)meni.New York.

Chaalour,A.L.d'こIrg6.1825.voyageducapitaineHiram Cosdamsl'empiredesbirmans.Ⅰ'aris.

Co亡ゝ(l色S,CT.1966.TheMakingofSouthEastAsia.Londorl.

Collis,M(lurice.1956.LastandFirstinBurma(1941-1948).IJOTldon,

.1938.TrialsinBurma.London.

.1953.IntoHiddenBurma.Lond()n.

CI-;lWrurd,Johll.1829.JournalofanEmbassyfrom theGovernorGeneralofIndiatoikeCourtof

Avaintheyear1827.London.

Crosthwaite,Charles.1968.ThePacificationofBurma.fond(m.

Denny,J.A.1956.ChindilIndiscretion.London.

Desni,W.S.1961.A PageantofBurmeseHistory.Calcutt(-i.
Dovetoll,F.Ii.1852.ReminiscencesoftheBurmeseWarin1824-5-6.TとluntOn.

Duptly,TrevorN(vitt.1965.AsiaticLandBaiiles;AlliedVictoyiesinChinaandBurma.London.
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Fi(ゝldhlg,H.1898.TheSoulofaPeople.IJOn(ton.

F｡ucar,E.C.V.1946.TheyreignedinMandalay.Lo11d｡11.

.1956.IlivedinBurma.London.

Fur'nivall,J.S.1956.ColonialPolicyandPractice.New YorkUniv.Press.

.1957.AnIntroductiontoikePoliticalEconomyofBurma.Rangoon.

Hall,D.G.E.1956.Burma.London.
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.1966.HistoryofSouthEastAsia.New York.

Harvey,G.E.1925.HistoryofBurma.London.

.1946.BritishRuleinBurma1824-1942.London.

.1954.OutlineofBurmeseHistory.Calcutta.

HtinÅung.1965.TheSirikenPeacock;Anglo-BurmeseRelations1752-1948.TheHague.

.1967.A HistoryofBurma.ColumbiaUniv.Press.

Huber,M.Edouard.1904.t'uneambassadechinoiseenbirmanieen1406,"BEFEO,pp.429-432.

.1909.ttlafindeladynastiedePagan,"BEFEO,ix,pp.634-680.

Imbault-Huart,M.C.1878.ttHistoiredelaconqu色tedelabirmanieparchinois,=JournaleAsiatique･

tomexi,pp.135-178.

Masefield,John.1926.TravelsofMarcoPolo.London.

Matthews,Geoffrey.1966.TheReconquestofBurma,1943-1945.Aldershot.

MaungMaung.1958.BurmaintheFamilyofNations.Amsterdam.

.1961.Burma'sConsiiiution.TheHague.

Pauthier,M.G.1865.lelivredeMarcoPolo.Paris.

PeMaungTin& G.H.Lu°e.1960.TheGlassPalaceChronicleoftheKingsofBurma.Rangoon･

Phayre,Arthur.1884.HistoryofBurma.London.

Prasad,Bisheshwar.1958.ttTheReconquestofBurma,HOjWcialHistoryofikeIndianArmedForces

intheSecondWorldWar1939-1945.Vol.1,Calcutta.

Scott,J.S.1911.Burma:A HandbookofPracticalInformation.London.

ShweYoe.1927.TheBurman,HisLifeandNotions.London.

Singhal,D.P.1960.TheAnnexationofUpperBurma.Singapore.

Smith,DonaldEugene.1965.ReligionandPoliticsinBurma.Princeton.

ThakinNu.1954BurmaunderJapanese.London.

Tinker,Hugh.1961.TheUnionofBurma:A StudyoftheFirstyearsofZnde♪endence･ oxford

Univ.Press.

TinOhm.1962."ModernHistoricalWritinginBurmese172411942,"HistoriansofSouthEastAsia

(editedbyD.G.E.Hall).London.

Trager,FrankN.1966.Burma:from Kingdom loRepublic.New York.

UBaU.1959.MyBurma,theAutobiographyofaPresident.New York.

UTetHtoot.1962."TheNatureoftheBurmeseChronicles,"HistoriansofSouthEastAsia(edited

byD.G.E.Hall).London.

Woodman,Dorothy.1962.TheMakingofBurma.London.

Yule,Henry.1858.A NarrativeoftheMissionsentbytheGovernorGeneralofIndiaiotheCourt

ofAvain1855.London.

.1903.TheBookofSerMarcoPolo.London.

(ビルマ文)

BinnyaData.1922.RazaddriiAyaydawbon.Mandalay.

BohrnuBaThaung.1967.ttBamaTawhlanyay Thamaing,"A History of Burma'sRevolutionary

Siruggles.Rangoon.

BoMinGaung.1968.BogyokAungsanneYebawThongyeii(GeneralAungsan&theThirtyComraies)･

Rangoon.
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BoTaYa.YebawThongyeitPyidalt,Cyan(ReturnoftheThirlyComraies).Rangoon.

BoThanDainfr.1967.LutlalyayAyaydawbonHmattan.Rangoon

BoTheinSwe.1967.LutlaiyayTaikpuJe(IndependenceWar).Rangoon.

BoTunHla.BogyokAungsan.Amsterdam.

BoZinYaw.ttWazougaHtwぐtkhediLutlatyay,"AmyothdThadin2in3-811957.

Furnivall,J.S.& PeMaungTin.1960.TheGarlandofZambudipa.Rangoon.

HmannanMahaYazawindawgyi,Vol.1,Mandalay.1963;Vol.2,Rangoon.1967;Vol.3,Rangoon.1968.

LetweNawyahta.1967.HsinbyumyashinAyaydaLL,bon(MyammaminmyaAyaydau,bon).Rangoon.

LetweNawyahta& Twindindaiwun.1961.AlaunghpayaAyaydau)bon.Rangoon.

Ⅰ･aduU Hla.1968.ThadinZaPyawpyadeSitiwinBamapyi(War-limeBurmaasspokenbyNewspa･

♪ers).Mandalay.

MahaAtula.1967.NyaunyanminAyaydawbon(MyammaminmyaAyaydawbon).Rangoon.
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